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戦後日本の農業、農村を考えるとき、その出発点として農地改革がある事はほぼ異論のないところと思われる。こ
の
改
革
に
よ
っ
て
川
川
さ
れ
た
土
地
制
度
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
強
い
影
郷
力
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
農
地
改
畝
を
歴
史
学的研究の対象とする卵は、大きな意味があるであろう。
農地改革については、改革が行われた当時から移しい論稿があり、様々な事が論じられてきている。そうした巾で、
本稿は、農地改革がもたらしたわが国土地所有権構造の顛大な変質に翻意するとともに、そのような所有権構造の変
質
を
行
う
際
に
農
地
改
革
法
制
が
農
地
委
且
会
と
い
う
独
特
の
行
政
委
貝
会
を
孟
川
し
、
こ
の
行
政
委
員
会
に
多
大
の
権
限
を
与
え
る
事
によって改革をきわめて短期側に遂行したという点に派目したい。それは、以下に述べる皿山による。
腿
地
改
航
法
の
柵
造
（
一
）
（
川
Ｕ
二
Ｋ
は
じ
め
に 農地
改
龍
法
の
柵
造
（
二
－
１
地
所
行
楡
と
儲
委
員
会
Ｉ
） 
山
彦
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第一に、農地改革の法的基礎を提供した改正農地調整法と自作農創設特別措置法（以後、二法を合わせて「農地改革
法」と総称する）が描き出した土地所有権・用益権構造は、明治民法が規定していたそれとは、明らかに異質の物で
あった。明治民法の土地所有権は、明治民法が資本主義的再生産構造を媒介する法典体系であった事に規定されて、
土
地
を
商
品
・
貨
幣
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
る
事
を
基
本
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
土
地
を
具
体
的
な
用
益
占
有
ｌ
耕
作
に
基
礎
づ
け
られるものと見る事を拒否していた。つまり、そこでは、土地を具体的利用との関わりでとらえる事をしない、土地
所
有
権
の
抽
象
性
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
。
農
地
改
革
法
は
、
こ
う
し
た
構
造
を
最
終
的
に
否
定
し
、
土
地
ｌ
農
地
は
、
耕
作
と
い
う
具
体的利用に基礎づけられる事、それゆえ、土地所有権者は、同時に土地耕作者でなければならない事を明確にした。
それは、明治民法から一八○度の転換と言っていいものであった。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
変
化
は
、
突
如
と
し
て
起
こ
っ
た
物
で
は
な
く
、
一
応
の
素
地
は
存
在
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
元
来
、
明
治
民
法
は
、
農
村
社
会
に
み
ら
れ
た
土
地
に
関
わ
る
社
会
規
範
と
乖
離
す
る
契
機
を
も
っ
て
お
り
、
明
治
民
法
の
掲
げ
る
土
地
所
有
権
の
（１） 
抽象性は、現実の農村社会規範では貫徹していなかったか重りである。農村社会では、土地を具体的利用に即して把握
す
る
の
が
通
常
の
例
で
あ
り
、
地
主
は
農
事
指
導
、
土
地
改
良
等
の
形
で
農
耕
に
関
与
し
、
小
作
人
は
直
接
的
生
産
を
行
う
と
い
う
よ
う
に、それぞれの地位に応じた土地関与を前提として土地支配権はなりたっていた。土地所有権は、それぞれの地位に
応じた具体的土地関与に基礎づけられていたといえるのである。
このように考えると、農地改革法というのは、農村社会に現実に存在していた耕作による土地所有権の基礎付けの
た
｡ 
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農地改革は、わが国の土地法史上画期的な変化をもたらすものであった。それは、主要に二点にわたる変化であっ
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観
念
を
法
制
度
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
、
実
体
か
ら
乖
離
し
て
い
た
明
治
民
法
土
地
法
制
を
最
終
的
に
否
定
す
る
も
の
と
し
て
現
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
同
時
に
注
Ⅱ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
農
地
改
革
法
が
右
の
よ
う
な
土
地
所
有
権
の
論
班
を
火
別
す
る
際
に
戒
接
的
耕
作
者
を
何
よ
り
も
重
視
し
、
い
ま
一
方
の
土
地
関
与
者
で
あ
っ
た
地
主
に
対
し
て
は
著
し
く
低
い
評
価
し
か
与
え
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
既
に
第
一
次
大
戦
以
降
地
主
が
農
業
投
資
か
ら
撤
退
し
、
農
業
に
関
与
し
な
く
な
り
な
が
ら
、
明
治
民
法
を
利
用
し
て
高
率
地
代
を
小
作
人
に
強
要
し
耕
作
活
動
に
爪
大
な
障
害
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
平
、
二
つ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
醐
竹
が
、
戦
争
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
危
機
的
な
食
糧
不
足
の
中
で
看
過
し
が
た
い
ほ
ど
の
事
態
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
事
態
の
打
開
の
た
め
に
地
主
制
に
何
ら
か
の
メ
ス
が
い
れ
ら
れ
る
事
は
、
必
至
の
情
勢
と
な
っ
て
い
た
事
、
か
ら
考
え
れ
ば
、
充
分
う
な
ず
け
る
事
で
あ
ろう。こうして腿地改砧は、臓接的耕作背を土地所行椛者とする邪を肌Ⅲとし、わずかに残された「残存小作地」に
お
い
て
も
、
耕
作
し
な
い
者
の
所
有
樅
の
徹
底
し
た
抑
制
を
前
提
に
排
作
者
の
土
地
支
配
椀
を
杵
し
く
強
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
僅
地
改
革
は
、
ｔ
地
所
汀
椛
の
具
体
化
を
強
力
に
雌
逃
し
た
の
で
あ
る
。
胆
地
改
革
に
み
ら
れ
る
節
二
の
変
化
は
、
右
の
よ
う
な
所
行
椛
柵
造
の
変
化
を
媒
介
し
た
孤
要
な
契
機
ｌ
同
家
介
入
と
い
う
契
機
に
み
い
だ
し
う
る
。
さ
き
に
明
治
民
法
の
土
地
所
有
権
構
造
と
現
実
の
土
地
支
配
権
榊
造
が
異
質
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
全
体
と
し
て
の
土
地
支
配
秩
序
は
、
こ
の
異
質
性
を
前
提
と
し
つ
つ
両
者
を
接
合
す
る
形
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
接
合
を
可
能
と
し
て
い
た
の
が
、
地
主
の
名
望
家
的
椛
威
で
あ
っ
た
。
地
主
は
、
民
法
上
の
「
価
権
者
」
の
権
利
と
慣
行
上
の
温
情
主
義
的
恩
恵
施
与
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
る
事
に
よ
っ
て
二
つ
の
規
範
を
接
合
し
自
ら
の
地
位
を
維
持
し
て
い
た
。
農
地
改
革
は
、
明
治
民
法
と
現
実
の
所
有
権
構
造
と
の
乖
離
を
現
実
の
耕
作
者
の
頭
視
と
い
う
論
理
に
引
き
つ
け
て
解
消
す
る
事
を
目
的
と
し
た
か
ら
、
二
屑
の
秩
序
を
接
合
し
て
い
た
地
主
階
層
の
力
を
妓
終
的
に
抑
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
は
強
力
な
国
家
介
入
が
必
要
と
な
っ
た
。
農
地
改
革
法
の
構
造
（
二
（
川
口
）
二七
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もつとも、地主小作間への国家介入は、農地改革でいきなりみられたものでなく、その》肌捉となった事態が存在し
ていた。明治民法の下では、地主の有する家父長的権威の下に民法と農村社会規範の乖離は表面化せず、地主・小作
間
の
対
立
、
紛
争
が
法
的
に
解
決
さ
れ
る
事
は
少
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
大
戦
後
に
な
る
と
、
各
地
に
集
団
的
な
小
作
争
議
が
多発し、これへの対応策として小作調停法が制定された。同法の運用過程では、地主が明治民法を利用して月己の利
維
を
な
ん
と
し
て
も
押
し
通
そ
う
と
す
る
の
を
、
行
政
官
で
あ
る
小
作
官
が
調
停
の
場
で
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
調
停
は
、
岐
終
的
に
は
当
躯
者
の
合
意
を
必
要
と
し
た
が
、
し
か
し
、
小
作
官
の
は
た
し
た
役
割
も
大
き
く
そ
れ
は
明
ら
か
に
地
主
・
小
作
間
への川｛不介入の端緒となり得た。小作調停法によって、民法と農村社会規範の乖離は、小作宵の介入を前提に一定稗
度
の
解
消
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
、
農
林
官
僚
の
中
に
は
、
地
主
・
小
作
間
へ
の
介
入
、
耕
作
者
の
保
護
と
い
う
政
策
の追求が本格化する。一九三八年の農地調整法制定は、その最たるものである。
農地改革は、こうした経過をうけて、国家介入を飛躍的に埆大させ、民法と農村暇社会規範の乖離を最終的に止揚し
た
。
腱
業
投
資
か
ら
撤
退
し
小
作
靹
砂
愛
伽
者
へ
の
純
化
の
途
を
歩
ん
で
い
た
地
主
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
民
法
の
抽
象
的
所
有
樅
の
利
川
を
追
求
し
て
い
た
地
主
の
力
を
抑
制
し
、
地
主
・
小
作
間
に
国
家
が
介
入
す
る
事
な
し
に
、
右
の
よ
う
な
乖
離
の
止
揚
は
不
可
能
で
あった。しかも、国｛不介入を必要とした契機は、右のような地主・小作間への介入というにとどまらなかった。それ
は
、
新
た
な
所
有
権
者
を
耕
作
者
に
一
致
さ
せ
る
作
業
１
兆
に
土
地
壷
渡
Ｉ
に
関
わ
っ
て
山
奥
し
て
き
た
土
地
緋
作
者
の
確
定
の
問
題で、農地改革は、こうした作業の必要から正確に土地に関わる環境を国家的に掌握し規制する事を要請された。こ
のレベルでも、改革は、土地所一御権の具体化を強力な国家憲介入に委ねたのである。
このように、農地改革は、Ｍ家介人に雌づく土地所有樅の具体化という点に特枡儲を有していた。土地所恂椛の具体
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第
一
は
、
農
地
委
員
会
の
活
動
の
完
結
性
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、
第
二
次
農
地
改
革
に
際
し
て
は
、
連
合
国
側
か
ら
中
央
の
委
員
会
組
織
を
頂
点
に
置
い
て
、
中
央
ｌ
都
道
府
県
Ｉ
市
町
村
と
い
う
三
段
階
の
農
地
委
員
会
シ
ス
テ
ム
を
設
定
し
、
か
つ
、
そ
れ
が
全
休
と
し
て
自
律
的
完
結
性
を
も
っ
て
改
革
を
遂
行
す
る
事
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
現
実
に
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
た
か
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
次
農
地
改
革
の
立
法
経
過
、
実
施
経
過
を
見
る
と
、
中
央
農
地
委
員
会
の
選
出
方
法
、
取
扱
い
事
務
、
都
農
地
改
革
法
の
構
造
（
二
（
川
口
）
二九
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
農
地
委
員
会
を
と
ら
え
る
に
は
、
次
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
農
地
委
員
会
と
農
村
社
会
と
の
距
離
で
あ
る
。
農
地
改
革
は
、
土
地
を
一
筆
毎
に
詳
細
に
把
握
す
る
事
を
基
本
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
を
中
央
・
県
の
行
政
官
が
す
べ
て
直
接
に
行
う
事
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
に
村
の
事
情
を
よ
く
知
っ
た
村
民
に
よ
っ
て
榊
成
さ
れ
る
行
政
機
関
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
機
関
は
、
村
民
の
土
地
と
の
関
わ
り
方
を
熟
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
農
地
改
茄
法
に
適
合
す
る
よ
う
に
縦
班
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
町
村
農
地
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
駆
怖
か
ら
だ
け
で
も
、
農
地
委
只
会
は
村
民
を
木
端
に
お
い
て
国
家
的
に
掌
握
す
る
行
政
機
関
と
い
う
契
機
と
、
村
の
耶
怖
を
知
悉
し
北
地
所
有
利
川
に
関
わ
る
利
害
調
縦
を
行
う
村
比
代
表
の
集
ま
り
と
い
う
契
機
と
、
二
つ
の
契
機
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
膿
地
委
口
会
と
農
村
社
会
の
距
離
を
問
迩
に
す
る
に
は
、
こ
の
矛
府
す
る
二
つ
の
契
機
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
、
問
迩
に
す
る
に
は
、
こ
の
矛
府
す
る
一
以下の三つの論点が問題となる。
稿が、農地委員会』
らにほかならない。
化
と
い
う
わ
が
国
所
有
権
法
史
上
き
わ
め
て
軍
要
な
変
化
、
比
較
法
的
に
も
近
代
的
土
地
所
有
権
か
ら
現
代
的
土
地
所
有
権
へ
の
変
化
と
も
い
え
る
よ
う
な
重
要
な
変
化
は
、
わ
が
国
の
場
合
、
農
村
社
会
へ
の
強
力
な
国
家
介
入
と
い
う
契
機
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
本
稿
が
、
農
地
委
員
会
に
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
介
入
機
能
を
市
町
村
レ
ベ
ル
の
末
端
で
担
っ
た
の
が
農
地
委
員
会
だ
っ
た
か
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，
三○
道府県農地委員会と市町村農地委員会の関係、都道府県’官吏と市町村農地委員会の書記との関係等の巾に向縦肘的完結
性を翻り崩していく契機が多くみられるが、このような事態がどのようにして発生したのかを検討する必要がある。
第
二
に
、
右
の
事
と
密
接
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
農
地
部
の
権
限
と
市
町
村
農
地
委
員
会
の
権
限
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
第
二
次
農
地
改
革
で
は
、
買
収
売
渡
計
画
立
案
の
基
本
的
担
い
手
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
と
な
っ
て
い
て
そ
の
権
限
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
し
か
し
、
農
地
改
革
法
令
を
見
れ
ば
両
ち
に
気
づ
く
事
だ
が
、
買
収
売
渡
手
続
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
法
律
命
令
等
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
が
独
白
に
判
断
を
下
す
余
地
は
、
き
わ
め
て
小
さ
い
。
買
収
充
波
の
於
本
資
料
と
な
る
農
地
台
帳
の
記
戟
様
式
は
、
す
べ
て
県
レ
ベ
ル
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
農
地
委
員
会
は
こ
う
し
て
定
式
化
さ
れ
た
土
地
の
巾
告
懇
を
於
礎
に
基
準
に
即
し
て
計
画
を
定
め
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。
農
地
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
「
民
主
的
性
絡
」
Ⅱ
民
意
反
映
は
、
こ
こ
で
は
申
告
書
の
虚
偽
、
誤
り
を
見
抜
き
正
確
な
土
地
状
況
の
把
握
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
現
れ
る
。
市
町
村
農
地
委
員
会
は
、
小
作
地
の
買
収
と
い
う
地
主
の
地
位
そ
の
も
の
を
一
気
に
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
明
快
で
徹
底
し
た
事
業
に
対
し
て
は
、
そ
の
事
業
の
明
快
・
徹
底
性
ゆ
え
に
大
き
な
権
限
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
月
並
判
断
を
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
、
農
地
改
革
の
過
瀧
に
は
、
右
の
ような明快な一刀両断の形で地主の地位を否定する事塑芒は異なった事態の発生がみられる。それが、当時多発した
土
地
引
き
上
げ
の
処
理
の
問
題
で
、
こ
の
土
地
引
き
上
げ
は
、
単
純
に
地
主
が
自
己
の
財
産
に
執
着
し
た
と
い
い
き
る
事
は
で
き
ず
、
わ
が国の土地所有の特徴であった零細地主の大量の堆積という事態を基礎として、これに戦争巾の農村労働力の減少と
戦
後
の
増
大
、
食
糧
供
給
の
危
機
的
状
況
、
地
主
の
窮
迫
化
と
小
作
人
の
相
対
的
富
裕
化
と
い
う
戦
後
特
有
の
条
件
が
つ
け
加
わ
る
事
に
（２） 
よって実に複雑な様相を口王して現れた。農地改革法は、このような土地引き上げを原則として認めず、可及的に小作
人の耕作者としての地位を守ろうとした。この過樫で市町村農地委員会は、遡及買収、土地引き上げの承認手続と
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即
ち
、
戦
時
中
の
小
作
料
統
制
、
二
孟
米
価
制
、
供
出
制
度
を
通
じ
た
地
主
文
配
の
弛
緩
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
家
の
直
接
買
収
に
よ
ら
な
け
れ
ば
地
主
制
を
解
体
し
得
な
か
っ
た
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
農
村
住
民
に
と
っ
て
、
階
級
別
櫛
成
を
と
っ
た
農
地
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
映
じ
た
か
と
い
う
視
角
で
あ
る
。
客
観
的
に
は
地
主
、
自
作
、
小
作
と
も
に
異
質
の
利
害
を
も
つ
に
も
関
わ
ら
ず
利
益
主
張
の
質
的
分
化
を
正
面
か
ら
認
め
な
い
ま
ま
三
者
を
包
摂
す
る
斉
一
的
な
農
村
利
害
の
実
現
を
掲
げ
た
農
会
、
産
業
組
合
、
農
業
会
等
の
組
織
が
農
村
社
会
で
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
平
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
農
村
は
、
村
落
名
望
家
の
権
威
の
下
に
あ
る
い
は
縛
察
や
小
作
調
（３） 
停
の
力
に
よ
っ
て
利
益
主
張
の
異
質
性
を
極
力
表
面
化
さ
せ
な
い
形
で
小
作
関
係
の
破
綻
を
回
避
し
て
き
た
。
そ
う
で
あ
る
だ
け
に
、
利
害
の
異
質
性
を
明
確
化
さ
せ
る
階
級
別
構
成
を
と
っ
た
農
地
委
員
会
は
き
わ
め
て
異
質
の
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
農
民
に
と
っ
て
距
農
地
弾
牟
法
の
構
造
（
二
（
川
口
）
一一一一
稿
は
、
こ
れ
を
別
の
視
角
か
ら
み
て
み
た
い
。
即
ち
、
戦
時
中
の
小
作
料
統
制
、
二
孟
米
肺
い
っ
た
事
業
に
関
わ
る
事
に
な
る
が
、
こ
の
局
面
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
事
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
が
当
初
は
大
き
な
権
限
と
同
時
に
広
い
自
主
判
断
範
囲
を
認
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
結
局
は
そ
れ
ら
を
失
っ
て
い
っ
た
事
で
あ
る
。
即
ち
、
遡
及
買
収
に
つ
い
て
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は
買
収
す
る
事
と
な
っ
て
い
て
市
町
村
農
地
委
員
会
に
広
い
自
主
判
断
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
原
則
買
収
へ
と
行
政
規
川
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
て
自
主
判
断
の
範
川
を
耕
し
く
狭
め
ら
れ
た
。
引
き
上
げ
承
認
に
い
た
っ
て
は
、
梅
川
す
ら
奪
わ
れ
て
引
き
上
げ
許
可
は
、
知
事
の
権
限
事
項
と
な
り
、
市
町
村
農
地
委
員
会
は
単
に
意
見
を
述
べ
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
が
、
ど
の
よ
う
な
契
機
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
三
に
問
題
と
な
る
の
が
、
農
地
委
員
会
の
階
級
的
構
成
で
あ
る
。
こ
の
階
級
別
榊
成
は
、
従
来
ど
の
階
級
の
意
思
が
ど
の
幌
度
改
革
に
反
映
さ
れ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
観
点
自
体
は
、
改
革
の
過
程
で
み
ら
れ
た
地
主
委
且
の
描
暴
、
法
律
無
視
に
起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
農
地
委
員
会
の
権
利
停
止
措
置
、
解
散
命
令
な
ど
の
例
を
見
れ
ば
、
充
分
に
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
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第二の翻意点は、農地改革事業を担った農地委且会の卵件処理能力である。これは、人きく二つに分かれ、一つは、
買
収
売
渡
計
画
に
関
し
て
、
市
町
村
農
地
委
員
会
の
立
案
し
た
計
画
に
不
満
な
者
が
行
う
訴
願
の
処
理
状
況
で
あ
り
、
今
一
つ
が
地
主
の
土
地
引
き
上
げ
事
件
に
際
し
て
み
ら
れ
る
農
地
委
員
会
の
調
停
及
び
小
作
調
停
法
上
の
調
停
で
あ
る
。
一
つ
Ⅱ
の
問
題
は
、
法
令
・
通
達
に
よ
っ
て
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
事
務
を
市
町
村
農
地
委
且
会
が
い
か
に
正
確
に
こ
な
し
、
そ
れ
を
郁
道
府
県
農
地
委
員
会
が
い
か
に
修
正
し
た
か
と
い
う
問
題
で
、
い
わ
ば
農
地
改
革
事
業
の
農
地
委
員
会
に
よ
る
自
己
調
整
機
能
の
検
討
と
いえる。もっとも、後に述べるように、農地改革事業の中心部分は、県の農地課職員とその指導下の書記が担い、都
道
府
県
農
地
委
員
会
も
多
く
を
雌
の
職
員
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
、
実
質
的
に
は
都
道
府
県
農
地
部
を
核
と
し
た
政
簸
実
施
主
体
が
農
地
委
員
会
と
い
う
機
構
を
介
し
て
行
っ
た
農
地
改
革
と
い
う
行
政
事
務
の
自
己
調
整
ｌ
当
事
者
の
申
立
を
契
機
と
し
た
政
策
実
施
の
調
整
過
程
と
い
っ
て
も
い
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
局
面
に
お
い
て
は
、
農
地
改
革
と
い
う
一
定
の
論
理
体
系
を
も
っ
た
政
策
が
、
ど
の
幌
度
正
確
に
実
施
さ
れ
た
か
、
調
独
過
腿
で
は
、
そ
の
論
皿
体
系
の
う
ち
ど
の
部
分
の
論
皿
が
特
に
問
題
と
な
り
、
ど
の
部
分
の
論
理
を
衝
く
訴
願が容認されやすく、どの部分の論理が棄却されやすいのかなどが問題となる。そして、これらを検討する前提とし
法
学
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離
感
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
階
級
別
の
委
員
配
分
は
、
現
実
の
村
落
内
の
人
口
構
成
と
比
例
関
係
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
に
一
定
の
政策意図に柵った選択を基礎にしていたから、この政傘聖日図ｌ農地改革が、農村実態と距離があればあるほど農地委
員
会
と
農
村
民
と
の
距
離
は
拡
大
す
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
農
地
改
革
は
、
強
力
な
私
権
制
限
を
行
う
に
足
る
公
共
性
を
担
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
か
ら
農
地
委
員
会
は
、
村
民
の
代
表
と
し
て
の
性
格
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
自
ら
の
公
共
的
性
桁
を
堅
持
し
得
た
。
こ
う
し
た
複
数
の
契
機
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
農
地
委
員
会
の
構
成
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
か
が
検
討
課
題
と
な
る
０ 
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二
つ
目
の
問
題
は
、
農
地
改
革
過
程
で
、
農
地
委
員
会
が
農
村
と
ど
の
程
度
の
距
離
を
も
っ
て
い
た
か
を
よ
く
示
す
問
題
で
あ
る
。
訴
願
に
関
わ
る
問
題
が
、
主
要
に
農
地
委
員
会
が
一
律
に
法
規
を
あ
て
は
め
地
主
所
有
地
を
買
収
す
る
事
を
い
か
に
正
確
に
行
っ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
問
題
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
農
地
委
員
会
は
買
収
売
渡
の
よ
う
な
一
律
の
法
規
の
あ
て
は
め
で
な
く
、
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
た
地
主
・
小
作
間
の
対
立
の
処
理
・
調
整
に
際
し
て
は
、
い
か
に
能
力
を
欠
い
て
い
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
次
改
革
に
お
い
て
市
町
村
農
地
委
員
会
が
、
土
地
引
き
上
げ
承
認
の
権
限
を
奪
わ
れ
た
事
は
、
さ
き
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
示
さ
れ
る
農
地
委
員
会
の
利
害
調
整
能
力
の
低
さ
は
、
小
作
調
停
法
を
改
革
期
に
お
い
て
一
貫
し
て
必
要
と
さ
せ
た
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
農
地
委
員
会
が
、
法
外
調
停
を
行
っ
た
事
例
も
多
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
県
農
地
課
職
員
が
深
く
関
与
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
、
土
地
引
き
上
げ
は
、
農
地
調
整
法
九
条
三
項
に
基
づ
く
知
事
の
許
可
、
小
作
官
の
介
在
を
前
提
と
し
た
小
作
調
停
、
小
作
官
と
密接な関係をとりつつ行われた農地課職員・農地委員会の法外調停という形で処理された。つまり、土地取り上げ事
件の処理は、すべて県農地部においてなされたといっても過言ではない。しかも、その解決方法は、第三章でみるよ
う
に
小
作
継
続
が
多
い
も
の
の
、
圧
倒
的
多
数
と
は
な
ら
ず
、
全
面
返
還
は
少
数
に
抑
え
ら
れ
た
と
は
い
え
、
一
部
返
還
の
上
で
残
り
は
農
地
改
革
法
の
構
造
（
二
（
川
口
）
一一一一一一
て
、
農
地
改
革
の
論
理
体
系
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
権
の
具
体
化
を
キ
イ
概
念
に
し
て
、
こ
の
具
体
化
が
、
耕作者への所有権付与を最終的に確定するまでにいたる論理体系が検討されねばならない。
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
を
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
ま
ず
第
一
に
農
地
、
非
農
地
の
区
別
、
第
二
に
確
定
さ
れ
た
農
地
の
中
で
の
耕
作
権
の有無・所在、第三に固有に正当性を有しない所有権ｌ保有地所有権の処理、第四にその他周辺的な手続関係、第五
に
農
地
改
革
そ
の
も
の
の
包
括
的
否
定
１
－
簔
論
等
ｌ
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
章
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
であろう。
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買
収
対
象
地
に
す
る
と
い
う
の
が
多
く
み
ら
れ
た
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
農
地
改
革
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
が
、
改革の政策論理と農地委員会と農村との距離の問題として検討されねばならない。
以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
以
下
、
第
一
章
で
農
地
改
革
法
の
立
案
・
審
議
・
運
営
過
程
に
み
ら
れ
る
所
有
権
構
造
と
農
地
委
員
会
の
性
質
を
検
討
し
、
第
二
章
で
農
地
委
員
会
の
性
質
と
訴
願
、
第
三
章
で
小
作
調
停
・
法
外
調
停
を
検
討
す
る
。
第
一
章
で
の
分
析
は
、
事柄の性格から、主に全国レベルないし農地事務局レベルの資料を検討対象とし、第二、三章については、より具体
的
な
分
析
の
必
要
か
ら
、
香
川
県
庁
に
残
る
農
地
改
革
関
係
書
類
を
分
析
対
象
と
す
る
。
「はじめに」で述べた問題意識に即して、ここではまず、農地改革法立案審議・実施過程にみられた特徴を検討す
る。その際、農地改革法が、立法史的には戦前期に成立した農地調整法の修正という流れの中で成立している事に注
目したい。そこで、論述方法としては、まず戦前期農地調整法について概観し、ついで第一次農地改革法、第二次農
第
一
章
農
地
改
革
法
作
成
実
施
過
程
に
お
け
る
特
徴
（１）川口由彦「近代日本の土地法観念」（璽隈大学出版会一九九○年）序章、第一章。
（
２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
野
田
公
夫
「
第
七
章
農
地
改
革
」
（
山
田
達
夫
編
著
「
近
畿
型
農
業
の
史
的
展
開
」
日
本
経
済
評
論
社
一
九
八
八
年
所
収
）
が
京
都
府
の
事
例
に
即
し
て
、
ま
た
、
島
袋
善
弘
『
７
］
農
地
改
革
」
（
「
日
本
村
落
史
講
座
５
政
治
Ⅱ
近
世
・
近
現
代
」
雄
山
間
出
版
一
九
九
○
年
所
収）が群馬県の事例に即して分析をくわえている。
（
３
）
む
ろ
ん
、
小
作
調
停
の
巾
に
も
、
小
作
関
係
の
調
整
を
地
主
総
代
と
小
作
総
代
の
協
議
に
委
ね
た
り
、
地
主
委
員
と
小
作
委
員
か
ら
な
る
調
慈
機
関
を
つ
く
っ
て
小
作
関
係
を
維
持
し
て
い
く
な
ど
、
地
主
小
作
間
の
利
害
の
異
質
性
を
前
提
に
し
て
地
主
小
作
関
係
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
し
た
も
の
が
、
近
畿
、
東
海地方を中心に見いだされるが、全体としてみれば、これらは多数派となることはなかった。
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農地改革法が、所有椀の具体化という契機をもった事は、さきにみた通りであるが、しかし、そのような具体化は、
農
地
改
革
法
を
待
つ
ま
で
も
な
く
既
に
戦
前
農
地
調
整
法
が
成
立
し
た
時
点
二
九
三
八
年
）
で
端
緒
的
に
生
じ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
戦
時
体
制
の
構
築
の
中
で
、
国
家
が
農
地
を
食
糧
生
産
と
い
う
具
体
的
利
用
方
法
と
の
関
わ
り
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
事
情
（１） 
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
そ
の
具
体
化
を
法
律
条
文
上
明
瞭
に
述
べ
た
の
が
、
農
地
調
縦
法
二
条
で
、
そ
こ
で
は
、
「
腿
地
ト
ハ
耕
作
ノ
目
的
二
供
セ
ラ
ル
ル
土
地
ヲ
調
う
」
と
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
戦
前
川
農
地
調
整
法
が
規
定
し
た
土
地
所
有
樅
の
具
体
化
は
、
総
勁
且
体
制
と
の
関
わ
り
で
他
の
用
途
に
供
せ
ら
れ
る
土
地
と
区
別
さ
れ
た
土
地
ｌ
「
農
地
」
の
一
般
的
な
把
握
の
仕
方
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
（２） 
という性格が強く、「所有権」「川益権」構造に深く踏み込む規定を大幅に欠落させており、所有権者自らの耕作を直
接
に
要
求
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
法
制
定
当
時
、
地
主
は
大
幅
に
農
事
関
与
を
喪
失
し
、
小
作
料
へ
の
寄
生
的
依
存
性
を
顕
群
に
し
て
い
た
が
、
同
法
は
こ
の
よ
う
な
事
梢
の
下
に
あ
っ
た
所
有
権
に
つ
い
て
、
小
作
人
の
耕
作
と
直
接
関
係
の
な
い
所
有
樅
移
転
が
、
現
実
の
耕
作
を
撹
乱
し
な
い
よ
う
な
措
置
（
引
渡
Ⅱ
現
実
の
耕
作
占
有
に
基
づ
く
第
三
者
対
抗
力
の
容
認
農
地
調
整
法
八
条
）
を
行
っ
て
、
耕
作
に
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
所
有
権
に
一
定
の
制
約
を
く
わ
え
、
か
つ
、
地
主
が
口
己
耕
作
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
小
作
人
か
ら
の
土
地
引
き
上
げ
が
可
能
で
あ
る
平
を
明
定
す
る
（
九
条
）
事
に
よ
っ
て
、
地
片
争
奪
が
当
事
者
側
で
起
こ
っ
た
と
き
に
の
み
所
有
椛
者
を
保
護
す
る
方
向
で
所
有
権
の
具
体
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
即
ち
、
同
法
は
、
積
極
的
に
所
有
権
の
具
体
化
を
追
求
す
る
も
の
で
な
く
、
地
主
・
小
作
間
に
耕
作
継
続
に
関
わ
る
深
刻
な
衝
突
が
起
こ
っ
た
局
面
で
の
み
、
所
有
権
の
具
体
性
を
帰
結
し
よ
う
と
農
地
勲
平
法
の
構
造
二
）
（
川
、
）
三五
地改革法の順に述べていく。
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（３） 
き
↓
Ｄ
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
Ｊ
律
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
このような土地所有権の具体化の微弱性は、相即的に地主小作関係への国家介入の微弱性を生んだ。即ち、農地調
粧
法
は
、
第
一
条
で
「
所
有
者
」
と
「
耕
作
者
」
の
「
地
位
ノ
安
定
」
を
「
互
譲
机
助
ノ
精
神
」
で
Ｎ
る
事
を
宣
言
し
、
地
主
小
作
関
係
は、雌本的には、当事者間の協調に委ねられる事を明らかにした。同法にみられる国家介入は、小作調停への小作官
巾立制度の導入と「調停にかわる裁判」の制度がある程度であり、たしかに、これらの制度は、従来のあり方と比べ
れ
ば
旧
家
介
入
の
強
化
を
も
た
ら
し
、
特
に
後
者
は
地
主
小
作
関
係
の
無
形
式
的
な
権
力
的
確
定
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
で
注
ｕ
す
べ
（３） 
き
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
紛
争
が
深
刻
化
し
た
局
面
で
の
み
機
能
す
る
も
の
で
、
Ｈ
常
的
な
地
主
小
作
関
係
を
面
接
か
つ
安
定
的
に
Ｈ１いをこ象くで
当〈示の地存なも
Iこ機し委域在くつ
様｜H’て貝内し、と
相とい会のて農も
をなるのすい地、
異る点設べた委同
にとで樋て征１１法
しい、はの意会は
てうそ、1ｍ加と、
い点れ｜」主人い日
九で以常小のう粥
・もｉｉｉ的作協機的
きと地IHI調ＩＨＩな
わは主係組を地
め述小に合Ｔｌｊ主
てう作対と’'1「小
注ＺＩｉｌＨ１しyll付作
目要係独な、｜Ｈ１
になが「１りｉｉｉ係
値変、の、府の
す化１，１，ｉ意地リｉＬ諸
るを当思主に局
も示斗ｉを小設ｉｌＩｉ
のす者６作ＩＩＴを
でものつＩＨＩすと
あの111｛て係るら
るで接IHIにユ|「え
があ的与あを、
、り交する硯こ
し、沙る当定れ
ｔ鷺21M船調
、、で性のい稚
湖：iiiW塩上
尖貝は与のこい
態会やさｌｉｉｌの〈
！＃奪護ド＃塗
り’１４つ｜則に１１全
力地てで独会〈
は改行あ「｜は火
、革かつに、藩
ｌ戒をなた成農さ
後ｉｌＹい。立村せ
の接とこし内て
も災いの、にい
の施う意か既九
としＺ}『味つにわ
はて態で対広け
したのである。
即ち、この機関は、様々な処理事項を有しながら、そのどれをとっても強制力を備えたものでなく、Ｎ、裁判所に
法
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対
し
て
は
調
査
諮
問
機
関
、
当
事
者
に
対
し
て
は
斡
旋
・
調
鞍
機
関
に
と
ど
ま
っ
た
。
委
員
構
成
に
つ
い
て
も
、
異
質
な
利
害
の
衝
突
の
巾で地主小作関係をとらえ晒す事を拒否する（「互譲相助ノ粘神』同法の下では、階級代表制が採用されるわけがな
く
、
協
調
の
象
徴
と
し
て
の
巾
町
村
良
を
委
此
瞳
に
す
え
、
綱
柳
的
糒
梛
の
持
ち
主
ｌ
「
識
兇
徳
望
ア
ル
識
」
ｌ
が
地
力
艮
憶
に
価
命される平となっていた。この意味で農地委貝会は、仙北小作関係を柵成する当事者の意思に引きずられる契機を強
くもち独立した第三者的意思を明確に形成しきる平ができず、仮に第三者性に類似したものがみられるにしても、そ
（４） 
れは、対立する当事者が見失った協調性を委員会が維持しているという限りのものであって、異質の利益主張を交換
し新たな秩序を確定するという、機関としての独立性とは無縁のものであった。しかも、このような農地委員会は、
す
べ
て
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
地
主
小
作
関
係
の
状
態
を
見
て
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
も
地
主
小
作
関
係
調
整
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
当
事
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。
他方、道府県農地委員会は、市町村農地委員会と違い、すべての道府県に設置されねばならず、この点だけからで
も
道
府
県
農
地
委
員
会
Ｉ
市
町
村
農
地
委
員
会
の
系
統
性
が
疑
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
法
律
上
の
権
限
に
即
し
て
み
て
み
る
と
さ
ら
に
は
っ
きりする。市町村農地委員会に対しては、地主による土地返還請求に際してその「正当性」の判定に関与することが
想定されており、これを核として地主小作関係への関与が規定されているのに対し、道府県農地委員会はこうした市
町村腱地委貝会の活動とは全く無関係に裁判所による「洲停にかわる蛾判」の際の意見聴取稗度しかその活動を想定
されていない。農地調樅法の規定では、県ｌ市町村の腱地委口会に系統的に椛限を配分し両者の述絡ないし上下関係
を通じて一定の施筑を実行するという事は全く考えられておらず、二つの農地委員会は全く異なった事項を取り扱う
事となっている。このことから、農地委員会が県ｌ市町村という形での一貫した完結的体制の下で何らかの方針を
農
地
改
革
法
の
構
造
（
｜
）
（
川
ｇ
三
七
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こ
の
よ
う
な
農
地
調
整
法
を
第
一
次
農
地
改
革
は
、
ど
の
よ
う
に
修
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（５） 
第一次農地改革が、当時の洲障杯大臣松村謙一二のイニシアティブで始まった事は広く知られている。松村が議会等で
述べた見解によれば、松村の発想の出発点は、「戦時中圧迫され曲げられた気分を元の農民の心に取戻すのが農政の
根本である」（「農地改革資料集成」第一巻六三頁以後、同集成より資料を引用する場合は、集成一‐上ハ三の様に表記する）と
いうように、戦時体制による拘束の後、敗戦による農民統制の著しい弛緩という状況の巾で、農民の国家への信頼を
い
か
に
回
復
す
る
か
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
食
糧
供
給
の
危
機
的
状
況
と
農
民
意
識
の
反
権
力
的
傾
向
へ
の
対
応
と
い
う問題があった。松村は、こうした状況を克服するために、伝来的な自作農主義を主軸とし、自作農を多くつくる事
に
よ
っ
て
耕
作
者
の
土
地
に
関
わ
る
不
安
を
解
消
し
、
国
家
へ
の
信
頼
を
回
復
し
て
国
家
的
社
会
的
基
蝦
を
整
備
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る。農林省が公式に表明したところによれば、この改革は五年間という期間を設定して小作地二○○万町歩のうち一
五○万町歩を自作地とし、それぞれの土地における小作人を自作農化するというものであり（集成一’一五六）、これ
が実現されれば所有権の耕作による基礎付けは、所有』砺者と耕作者の一致という最も明快な形において現出されるは
ずであった。この点で、改正農地調薙法は、所有権の具体化を地主小作関係に介入して推進し、耕作と直接の結びっ
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もって行動するわけではないことがうかがえる。つまり、市町村農地委員会は、それぞれの市町村の状況に応じた範
囲
で
活
動
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
を
こ
え
た
一
般
的
普
遍
的
な
地
主
小
作
関
係
の
整
序
を
展
望
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る。
第
二
節
第
一
次
農
地
改
革
法
Hosei University Repository
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
形
の
抽
象
的
所
有
権
の
駆
逐
は
、
現
実
の
農
村
社
会
に
中
小
規
模
の
在
村
地
主
が
多
く
い
て
小
作
人
支
配
の
点では無視できない力をもっていたという事実と、これら在村地主が収入の主要部分を小作料収入に求めており、ま
た
こ
う
し
た
地
主
の
か
な
り
の
部
分
は
耕
作
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
か
あ
る
い
は
も
と
う
と
し
て
い
た
と
い
う
事
か
ら
大
き
な
制
約
を
う
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
即
ち
、
自
作
地
化
の
対
象
と
な
り
う
る
小
作
地
は
、
全
小
作
地
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
不
在
地主所有地と五町歩をこえる在村地主所有地に限定された。在村地主保有地が五町歩まで認められた事は、解放予定
地
を
大
き
く
縮
減
す
る
事
に
直
結
し
た
が
、
し
か
も
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
在
村
・
不
在
を
問
わ
ず
に
地
主
の
自
作
を
相
当
と
す
る
農
地
は
、
自
作
農
創
設
事
業
の
対
象
外
と
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
解
放
面
積
が
縮
小
す
る
可
能
性
が
太
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
放
面
積
の
縮
小
に
も
関
わ
ら
ず
、
改
正
農
地
調
糖
法
の
下
で
は
所
有
権
の
具
体
化
と
い
う
論
理
自
体
は
、
創
設
除
外
地
に
ま
で
貫
徹
し
て
い
た
事
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
政
府
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
保
有
面
積
を
五
町
歩
と
し
た
の
は
、
こ
の
五
町
歩
か
ら
あ
が
る
小
作
料
に
よ
っ
て
地
主
の
生
活
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
と
い
う
点
と
は
関
係
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
地
主
が
自
作
を
す
る
場
合
、
こ
の
程
度
の
面
積
な
ら
ば
望
ま
し
い
水
準
の
生
産
が
で
き
る
と
い
う
点
に
理
由
の
力
点
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
（６） 
の
意
味
で
、
第
一
次
改
革
法
が
い
う
保
有
地
と
は
、
「
自
作
予
定
地
」
と
し
て
正
当
性
を
付
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
耕
作
を
し
な
い
地
主
が
耕
作
者
た
る
小
作
人
か
ら
小
作
料
を
収
取
す
る
関
係
が
存
続
す
る
事
自
体
を
正
面
か
ら
正
当
化
す
る
固
有
の
論
理
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
自
作
相
当
地
の
対
象
除
外
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
小
作
地
は
、
小
作
地
の
状
態
に
お
い
て
残
り
な
が
ら
法
制
度
上
は
自
作
予
定
地
と
し
て
存
続
す
る
と
い
う
奇
妙
な
事
態
が
大
量
に
発
生
し
え
た
。
「
私
ハ
ド
ウ
モ
政
府
ガ
地
主
卜
云
農
地
改
革
法
の
構
造
（
二
（
川
口
）
三
九
き
を
も
た
な
い
所
有
権
を
大
規
模
に
駆
逐
す
る
と
い
う
意
味
で
戦
前
期
農
地
調
整
法
と
は
明
ら
か
に
段
階
を
異
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た。
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フ
モ
ノ
ノ
存
在
ヲ
認
メ
テ
届
ラ
レ
ル
ノ
カ
届
ラ
レ
ナ
イ
ノ
カ
分
ラ
ナ
イ
」
「
一
体
地
主
ハ
文
字
ノ
上
ニ
ハ
川
テ
届
ル
ガ
、
政
府
ノ
肚
デ
ハ
之ハ否定シテ届ルノデハナイカ」（集成一’二二四）という疑問は、当然の事だったといえる。しかも、この「自作予
定
地
」
に
つ
い
て
は
、
法
制
度
上
地
主
に
対
す
る
自
作
地
化
の
義
務
も
期
限
も
付
与
さ
れ
ず
、
ま
た
小
作
継
続
に
つ
い
て
も
期
間
の
設
定
や
土
地
引
き
上
げ
時
の
代
替
地
提
供
、
雛
化
補
償
等
が
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
小
作
関
係
の
安
定
性
と
い
う
点
で
は
き
わ
め
て
不
明
その結果、地主小作関係の耐妥な局面は、当那者川の交渉に多く委ねざるを得ないという事になった。酬尖、改爪
農
地
調
縦
波
の
小
作
関
係
規
定
は
、
戦
前
来
の
第
三
者
対
抗
力
規
定
の
継
承
の
上
で
、
解
約
・
更
新
抓
絶
を
市
町
村
農
地
委
員
会
の
承
認
に
か
か
ら
し
め
、
小
作
料
に
つ
い
て
は
小
作
料
統
制
令
の
継
承
と
金
納
原
則
を
掲
げ
る
が
、
解
約
に
つ
い
て
は
、
「
合
意
解
約
」
を
も
承
（７） 
認にかからしめるか否かに疑問の余地があり、金納についても当事者間で物納を可能とするようになっているなど、
小
作
関
係
の
重
要
な
局
面
に
強
力
な
介
入
を
施
す
と
い
う
点
で
は
不
十
分
さ
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
農
地
改
革
は
、
様
々
な
方
而から「不徹底」といわれるものであったが、これを所有樅構造のレベルでみると、すべての土地について所有権の
そ
れ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
改
正
農
地
調
縦
法
が
、
農
民
の
信
頼
回
復
と
い
う
力
向
の
下
で
所
有
椛
者
と
排
作
者
の
一
致
と
い
う
農
民
感
慨
に
最
も
フ
ィ
ッ
ト
す
る
政
紫
を
蛙
調
に
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
主
を
含
め
て
全
農
村
成
且
の
国
家
へ
の
信
頼
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
こ
の
論
理
の
下
に
地
主
へ
の
譲
歩
を
組
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
所
有
樵
の
具
体
化
ｌ
抽
象
的
所
有
権
の
解
消
－
を
実
現
す
る
に
は
、
地
主
と
小
作
人
の
い
ず
れ
か
が
土
地
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
政
府
は
、
こ
の
い
ず
れ
の
土
地
分
離
を
基
調
と
す
る
か
を
明
瞭
に
示
す
事
は
で
き
ず
、
所
有
権
の
具
体
化
と
い
う
一
般
的
原
則
の
み
を
論
理
上
貰
徹
し
瞭な状況が発生しえた。
そ
れ
は
、
結
局
の
と
こ
う
●よう上）したのである。
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し
か
し
、
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
改
雌
は
、
す
べ
て
の
土
地
を
向
作
胆
川
設
対
象
地
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
ふ
る
い
を
か
け
判
定
を
す
る
事
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
わ
け
だ
か
ら
、
農
民
選
出
委
員
だ
け
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
が
で
き
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
官
恢
機
樅
の
相
当
部
分
を
動
且
し
た
執
行
体
制
が
必
要
と
さ
れ
る
。
和
川
博
雄
農
林
省
農
政
局
長
は
、
全
国
の
経
済
部
長
に
対
し
指
示
を
川
し
「諸君が今次改革の岐先端の指導に当らねばならぬ」事を強調し、「国民と真心を持って語り合ひ誠を以て実行する諸
君の今後の努力は官僚の国民からの信頼恢復の第一歩と考へる」（集成一’九○○）と述べた。農民の信頼回復には官
僚
が
先
頭
に
た
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
農
民
の
自
主
性
と
官
侠
の
率
先
指
導
。
こ
の
両
者
を
あ
わ
せ
行
う
の
が
、
農
地
改
股
地
改
雌
法
の
櫛
造
（
一
）
（
川
Ｕ
川一
具
体
化
を
追
求
し
、
こ
の
論
耶
の
下
に
地
主
へ
の
譲
歩
を
も
包
み
込
む
邪
に
よ
っ
て
大
賊
の
小
作
地
の
存
続
を
容
認
す
る
と
と
も
に
、
小
作
関
係
の
重
要
な
局
面
へ
の
法
的
統
制
を
弱
体
化
さ
せ
た
と
い
う
点
に
原
因
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
所
有
権
櫛
造
の
下
で
、
国
家
的
介
入
の
機
柵
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
た
か
。
第
一
次
農
地
改
革
の
立
案
が
、
農
民
の
信
頼
回
復
を
テ
ー
マ
に
し
た
事
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
は
単
に
農
民
に
土
地
所
有
権
を
付
与
す
る
と
い
う
政
策
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
策
実
施
形
態
に
お
い
て
も
意
図
さ
れ
た
事
で
あ
っ
た
。
松
村
謙
三
は
、
農
林
大
原
（８） 
就任当日の記者会見で、大規模、作農川設のほかに農業会を「農民の手に返す」という趣』曰の事を述べているが、事
態
は
股
地
委
艮
会
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
股
地
委
ｕ
会
を
「
腿
比
の
平
に
返
す
」
邪
が
改
革
の
一
つ
の
雌
洲
で
あ
っ
た
。
「
市
町
村
胆
仙
委
且会ヲ民主化シマス為二……〔農地委ｕの〕選蛎制皮ヲ採ツタ」（災成一’二肛川）のであり、この農地委口によって
「農地ノ問題ヲ自治的二解決サシテ行」（集成一－七九八）く事が改革の重要な柱であった。このような文脈の巾で、
市
町
村
農
地
委
員
会
は
、
地
方
長
宵
任
免
制
、
市
町
村
長
会
長
制
の
廃
止
の
上
で
選
挙
制
、
会
長
互
選
制
の
導
入
を
見
る
事
に
な
る
の
で
ある。
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休
節
九
十
巻
節
川
研
Ⅲ二
球
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
体
制
を
生
ん
だ
だ
ろ
う
か
。
「
我
々
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
十
『
分
其
処
ハ
市
町
村
農
地
委
員
会
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
指
導
致
シ
マ
シ
テ
、
自
治
的
一
一
働
キ
マ
ス
ャ
ウ
ニ
侍
ツ
テ
行
キ
タ
イ
」
（
集
成
一
’
七
九
八
）
と
い
う
農
林
当
局
の
言
葉
は
何
を
意
味
す
る
か
が
次
に
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
＋
〃
伝
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
農
地
委
貝
会
の
農
村
社
会
と
の
距
離
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
戦
前
期
腿
地
洲
縦
法
の
規
定
す
る
農
地
委
且
会
は
、
当
事
者
か
ら
の
独
立
性
低
く
、
村
の
名
望
家
的
地
位
に
着
目
し
て
選
任
さ
れ
た
委
ｕ
に
よ
っ
て
柵
成
さ
れ
る
協
調
機
関
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
改
服
股
地
調
縦
波
の
規
定
す
る
腿
地
委
ｕ
会
は
、
そ
れ
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
当
事
者
、
農
村
社
会
か
ら
の
独
立
性
を
狼
得
し
て
い
た
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
農
地
委
貝
の
柵
成
－
蝉
、
厨
別
柵
成
で
あ
っ
た
。
改
正
農
地
調
縦
法
は
、
農
民
を
地
主
、
、
作
、
小
作
の
三
階
肘
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
屑
か
ら
五
名
ず
つ
計
一
五
名
の
委
且
を
選
川
さ
せ
、
こ
れ
に
知
事
選
圧
の
「
徳
望
経
験
ア
ル
老
匡
三
名
を
加
え
て
一
八
名
で
市
町
村
腿
地
委
貝
会
を
櫛
成
さ
せ
た
（
一
ｈ
条
ノ
ー
）
。
そ
し
て
、
農
地
委
ｕ
会
の
瀞
識
は
、
委
且
の
過
半
数
の
川
席
が
あ
れ
ば
成
立
し
、
識
駆
も
川
脱
者
の
過
半
数
で
決
せ
ら
れ
る
と
さ
れ
た
（
一
兀
条
ノ
ー
）
。
こ
の
階
肘
別
柵
成
は
、
殿
村
社
公
内
部
の
利
寄
の
斉
一
性
を
於
軸
と
し
た
戦
前
川
農
地
法
制
を
完
全
に
抜
け
川
し
、
農
村
社
会
内
部
に
異
画
の
利
害
が
存
在
し
て
い
る
平
を
法
制
上
公
然
と
認
め
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
机
う
者
を
確
実
に
委
員
に
し
よ
う
と
し
た
点
で
ま
さ
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
階
層
別
構
成
は
、
異
質
な
利
害
の
担
い
手
の
存
在
に
よ
っ
て
農
村
社
会
が
そ
れ
自
身
で
は
も
は
や
自
律
的
な
利
益
調
整
を
十
全
に
行
え
な
い
と
い
う
事
態
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
農
村
社
会
か
ら
抜
け
出
し
た
一
個
の
機
関
が
利
益
調
整
を
独
自
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
明
確
に
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
す
る
独
立
機
関
－
－
１
農
地
委
員
会
は
、
全
委
只
は
無
論
の
事
、
全
階
層
の
意
見
の
一
致
が
な
く
と
も
意
思
決
定
が
可
雌
で
あ
っ
た
ｌ
過
半
数
で
成
立
、
過
半
数
で
決
定
ｌ
と
い
う
愈
味
で
鯏
別
委
風
か
ら
も
名
勝
胴
か
ら
も
馴
立
し
た
愈
叫
を
櫛
し
て
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お
り
、
こ
の
点
で
協
調
的
性
格
に
貫
か
れ
て
い
た
戦
前
の
農
地
委
員
会
と
は
明
ら
か
に
性
桁
を
異
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
農
地
委
員
会
は
、
階
級
利
害
の
対
立
の
上
に
た
つ
第
三
者
機
関
と
し
て
の
性
格
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
事
は
、
こ
の
よ
う
な
農
地
委
員
会
の
独
立
性
が
、
農
村
社
会
内
部
の
利
益
対
立
の
激
化
に
よ
っ
て
自
生
的
に
も
た
ら
さ
れたというわけではなかったという点である。事実、腱地委員会の賠屑代表榊造に対する批判は、
第
二
次
改
革
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
存
在
し
た
し
、
第
一
次
農
地
改
革
法
の
原
案
に
は
な
か
っ
た
「
中
立
委
員
」
規
定
が
、
議
会
審
議
の
結
果
修
正
付
加
さ
れ
た
の
も
階
層
区
分
制
へ
の
批
判
的
空
気
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
終
戦
後
、
地
主
に
よ
る
土
地
引き上げが猟発し、それに起因する小作争議が激蝋するが、これらの争議は、股材内部の事怖に主たる原因を有して
い
た
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
、
農
地
改
革
と
い
う
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
政
策
自
体
が
強
力
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
（９） 
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
農
地
委
員
〈
云
の
階
層
的
構
成
を
必
然
化
す
る
契
機
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
農
地
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
争
議
が
従
来
の
地
主
小
作
関
係
と
は
る
か
に
か
け
離
れ
た
深
い
利
害
の
亀
裂
を
生
ん
だ
が
た
め
に
、
対
応
能
力
を
ほ
と
ん
ど
有
す
る
平
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
階
屑
別
農
地
委
貝
会
は
、
農
村
社
会
内
部
か
ら
の
自
生
的
な
対
立
か
ら
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
別
の
契
機
に
よ
っ
て
設
慨
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
よ
う
な
農
村
社
会
の
中
に
農
地
改
革
と
い
う
外
部
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
地
主
小
作
間
の
深
い
利
害
の
亀
裂
が
生
ま
れ
る
と
十
分
な
対
応
を
する事ができなかったのである。
そ
れ
で
は
、
階
層
別
農
地
委
員
会
を
生
ん
だ
契
機
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
農
地
改
革
と
い
う
国
家
政
策
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
杉
山
元
治
郎
は
、
第
一
次
農
地
改
革
法
の
農
地
委
員
会
方
式
を
批
判
し
、
「
他
ノ
モ
ノ
デ
ハ
官
ノ
統
制
ト
カ
監
督
卜
云
フ
コ
ト
ハ
イ
ヶ
ナ
イ
ト
申
ス
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
ヶ
レ
ド
モ
斯
ウ
云
う
問
題
〔
Ⅱ
農
地
問
題
〕
一
一
付
テ
ハ
寧
口
農
林
省
ノ
外
局
二
農
地
管
理
局
ト
農
地
改
革
法
の
構
造
二
）
（
川
口
）
四三
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林
第
九
十
巻
第
四
号
四
四
云
フ
ャ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
極
イ
テ
之
ヲ
椅
皿
シ
テ
ャ
ッ
テ
行
ク
カ
ガ
」
（
災
成
一
’
三
八
九
）
い
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
農
民
迎
動
の
担
い
手
向
ら
が
感
じ
て
い
た
、
改
革
と
農
村
冊
勢
の
距
離
こ
そ
こ
こ
で
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
Ⅱ
○
万
町
歩
に
及
ぶ
小
作
地
を
、
作
地
と
し
、
多
く
の
小
作
人
に
土
地
を
与
え
る
と
い
う
政
莱
は
、
地
主
の
抵
抗
を
効
果
的
に
抑
制
せ
ね
ば
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
強
力
な
権
力
作
川
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
、
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
農
民
の
信
頼
を
Ⅲ
仮
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
戦
争
巾
と
同
様
に
官
侠
が
前
面
に
で
て
政
莱
を
実
施
す
る
事
は
で
き
ず
比
衆
的
雄
盤
を
も
つ
農
地
委
員
会
に
敢
要
な
役
割
を
担
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
農
地
委
員
会
は
、
任
命
制
で
な
く
選
挙
制
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
全
村
選
挙
の
形
に
す
る
と
地
主
的
勢
力
が
多
く
農
地
委
貝
会
に
進
川
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
旧
家
が
、
農
地
弘
堅
牢
と
い
う
政
莱
を
官
俶
を
前
川
に
川
さ
ず
に
遂
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
農
地委員櫛成に階層区分をつくり、小作利害の代表者を確実に委員会内に無視できぬ勢力として確保する必要がある。
こ
れ
が
農
地
委
且
会
が
階
燗
別
柵
成
に
な
っ
た
離
水
的
契
機
で
あ
り
、
ま
た
さ
き
に
み
た
会
長
互
選
制
も
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
と
ら
え
戒
せ
ば
、
村
落
名
望
家
的
権
威
を
股
地
委
且
会
か
ら
放
逐
す
る
と
い
う
桃
絡
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
官
僚
の
「
率
先
指
逝
直
と
農
地
委
貝会の「、主性」という机矛盾する二つの要素はへ農地委日の階府区分という形で災約された。艸膵杯汽仇は、このよ
う
な
形
で
農
地
委
員
会
の
場
に
小
作
人
の
意
見
を
引
き
川
し
、
委
員
会
の
議
論
を
望
ま
し
い
刀
向
に
誘
導
し
よ
う
と
し
た
。
前
に
み
た
「指導による、主性」という考え刀は、まさにこのことを示している。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
腿
地
委
員
会
の
農
村
社
会
か
ら
の
独
立
性
は
、
委
員
会
の
階
厨
別
構
成
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
且
徹
し
よ
う
と
し
た
国
家
政
策
の
内
容
と
凹
盗
仰
社
会
の
実
態
と
の
距
離
に
規
定
さ
れ
て
現
川
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
い
う
独
立
性
は
、
大
規
模
日
俳
地
創
出
と
い
う
政
策
内
容
と
耕
作
と
断
ち
切
ら
れ
て
い
な
い
在
村
巾
小
地
主
の
土
地
へ
の
執
着
と
の
矛
盾
対
立
に
強
く
結
び
付
けられたものだった事がわかる。これを簡叩な言葉で定式化していえば、農地委員会の農村社会に対する独立性は、
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第一次農地改革実施にあたり、農林省が官僚は第一線にたって指導にあたれと指示した鞭はさきにみた通りである
が、これは、その後の通牒によってさらに具体化され、農地委員会に対する細部にわたる指導が決定されていく。市
町村農地委員会は、市町村の機関でなく国の機関であり、この制度上の性質から市町村との制度上の連絡をもってお
らず、指導は県から直接行われる事になる。市町村農地委員会が処理する事項は、農業会等の団体が土地買い上げの
裁定を地方長官に申請した際の意見具巾（つまり、「強制譲渡」裁定の際の意見具巾）、自作机当地の認定、農地賃貸
脚
地
軋
躯
法
の
柵
造
（
二
（
川
口
）
川
五
このような「外在性」は、何よりも農地委員の選出方法によく現れている。第一次農地改革法の下では、腱地委員
の選挙は、立候補制を採用せず村内の被選挙権者であれば誰に投票してもよいシステムになっていた。これは、戦前
来の名望家選出選挙の形態をそのまま受け継いだもので、立候補制を採らないために選出された委員がどのような意
見をもち、その結果委且会がどのような意思を形成するかが明確化しないわけで、委且会が村落構成員から独立した
機
関
性
、
固
有
の
意
思
を
も
た
な
い
場
合
に
股
も
適
合
的
な
選
川
刀
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
選
単
制
度
の
下
で
は
、
話
し
合
い
に
よって村民の代表を決めるのが通常の形態であり、そのこと自体、選挙による得票数の競争、多数得票者の少数得票
者への優越という利害分立状況を拒否するものだったからである。こうして、農村は、立候補制の不採用という利害
分立の不活性状況をそのままにして、階層区分を介した国家政策の遂行を受け入れていく事になったのである。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
、
農
地
改
革
を
遂
行
す
る
官
僚
機
構
と
農
地
委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
な
編
成
を
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
うか。
む
し
ろ
「
外
極
性
」
ｌ
農
村
社
会
の
尖
態
と
は
か
け
離
れ
た
、
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
阿
寒
政
簸
に
川
米
す
る
も
の
ｌ
と
で
も
い
い
むしろ「外在性」‐
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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倍の解約・更新抓絶の承認、小作映料の適正”化等多様かつ繭要であったが、それだけに卿障杯省は、素人委員の事務処皿
能
力
や
改
革
へ
の
熱
意
を
危
ぶ
み
、
委
員
と
は
別
に
専
門
的
な
事
務
処
理
担
当
者
を
必
要
と
判
断
し
た
。
こ
れ
が
農
地
委
員
会
の
書
記
で
あり、四六年二月二三日付け通牒には、書記の重要性が強調され、「熱意二燃ユル有能ナル人物」（集成一’九一一）
の選定が行われるよう県は強力に指導してほしい旨が明記される。こうして農地改革は、農林省ｌ県の担当部局ｌ市
町
村
農
地
委
員
会
書
記
と
い
う
一
貫
し
た
官
僚
指
導
体
制
の
下
に
遂
行
さ
れ
る
事
に
な
る
（
も
っ
と
も
、
こ
れ
が
本
絡
的
に
展
開
す
る
の
は第二次改革である）。市町村農地委艮会は、こうして市長村長とも市町村役場とも戒接の機構上の関係を断たれ、
中
央
ｌ
県
の
指
導
体
制
の
下
に
入
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
作
農
創
設
の
計
画
立
案
過
程
に
つ
い
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
っ
て
、
市
町
村
段
階
か
ら
の
ポ
ト
ム
ァ
ッ
プ
ー
々
式
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
農
林
省
が
、
各
都
道
府
県
に
対
し
「
事
業
分
量
ノ
目
標
」
を
指
示
し
、
都
道
府
県
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
．
斉
二
市
町
村
農
地
委
員
会ヲシテ右割当事業分戯ヲ達成セ得ル事業計画ヲ樹立セシムル」（集成－１几○七）という上からの割当方式がここで
はみられる。さらに、市町村農地委貝会に対しては、計画の確実な実行を川するため県に対して年次別実（、計画を報
告させ、かつ実施状況について」煙川報告させるという力策がたてられた。
も
う
一
点
、
市
町
村
農
地
委
員
会
と
都
道
府
県
農
地
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
。
戦
前
期
農
地
調
轆
法
下
の
両
委
員
会
が全く制度上の連絡をもっていなかった事は先にみた通りであるが、改正農地調整法は、この点に修正を加え両者に
連関をもたせようとした。即ち、都道府県農地委員会委員を市町村農地委員会会長の互選によって選ぶ事によって市
町
村
農
地
委
員
会
の
意
見
を
集
約
す
る
ル
ー
ト
を
つ
く
り
、
都
道
府
県
農
地
委
員
会
が
強
制
譲
渡
の
裁
定
を
な
す
と
き
は
市
町
村
農
地
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
よ
う
な
制
度
が
設
定
さ
れ
た
。
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し
か
し
、
こ
の
改
正
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
両
委
員
会
の
間
に
組
織
的
系
統
性
を
も
た
せ
た
と
い
う
ほ
ど
のものではなく、単に迎絡をつけただけであり、農地委員会が、県、市町村の二段解を貫いて県庁から独立した完結
的自律性をもって活動するというにはほど遠いものであった。わが国の行政委員会は、戦後官僚行政の民主化という
（皿）
テーマの下に数多く生まれたが、第一次改革下の農地委員会組織は、中央官庁Ⅱ農林省に対する中央農地委員会組織
を
欠
落
さ
せ
、
県
Ｉ
市
町
村
の
関
係
の
レ
ベ
ル
で
も
県
の
行
政
活
吻
を
チ
ェ
ッ
ク
し
得
る
よ
う
な
県
か
ら
独
立
し
た
完
結
的
活
動
傾
域
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
も
の
と
し
て
現
れ
た
。
中
央
ｌ
県
Ｉ
市
町
村
と
い
う
改
革
実
施
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
う
し
て
市
町
村
役
場
を
疎
外
し
た
だ
け
で
な
く
、
県
農
地
委
員
会
を
も
疎
外
す
る
も
の
と
し
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
このように、節一次農地改献においては、小火ｌ雌を質く官依機柵の主郡性が前而にでていく事になる。しかし、
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
、
こ
う
し
た
主
導
性
は
、
あ
く
ま
で
国
家
政
策
の
内
容
ｌ
耕
作
者
保
護
の
強
度
に
規
定
さ
れ
た
も
の
だった事である。保有規模の大きさ、自作相当地の除外、間接則設力式という形での地主への譲歩を内容とした第一
次改革は、排作者保趣の樫度において大きな限界を有しており、この限界が直ちに悔仇主導桃の限界として現れる。
即ち、農地委員の階層別構成において農政局原案では、「土地所有者」、「小作者」半数ずっとなっていたものが、議
会
提
出
案
の
段
階
で
は
地
主
、
自
作
、
小
作
同
数
と
な
る
。
議
会
審
議
を
通
じ
て
農
林
当
局
は
、
こ
の
委
員
数
の
配
置
に
つ
き
、
地
主
を
抑圧するとか小作人にとって不利だとか批判されるたびに、地主、小作どちらか一方の利維を守るという事はしない、
「地主、自作、小作ノ利益ヲ正当一一代表シダ者」（集成一’三七九）で委員会を構成し、「暫時合ツテ話ヲシテ貰」い
「公正ナルモノ」（集成一’二一一）を得るのだと述べているが、実態的には地主抑制を追求しつつ、現実には地主委
員
の
発
言
権
を
小
作
委
員
の
そ
れ
と
同
程
度
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
主
導
性
の
限
界
が
あ
る
。
こ
の
委
員
構
成
に
よ
る
農
地
改
革
法
の
構
造
二
）
（
川
口
）
四七
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そ
れ
と
同
時
に
注
目
す
べ
き
事
は
、
右
の
よ
う
に
所
有
権
の
具
体
化
を
一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
で
展
開
し
た
事
の
結
果
と
し
て
、
第
一
次
改革と異なり、保有の正当性を自作農創設の正当性と同一論理で構成し得なくなってしまった事である。第一次改革
では、所有権の具体化が一般的レベルにとどまっていたため、保有地を自作予定地とする事によって具体的所有権を
す
べ
て
の
土
地
に
貫
徹
さ
せ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
改
革
で
は
、
自
作
相
当
地
の
買
収
除
外
が
原
則
的
に
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
事
も
鯉
地
轍
叩
法
の
構
造
（
二
（
川
Ⅲ
）
四
九
当
地
の
対
象
除
外
は
一
切
否
定
さ
れ
た
。
第
二
次
農
地
改
琉
は
、
第
一
次
改
地
の
諸
特
徴
を
大
き
く
修
正
す
る
形
で
現
れ
た
。
そ
の
特
徴
を
本
稿
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
述
べ
れ
ば、地主保有規模の一町歩までの縮小と、作机当地の対象除外の廃止という実体的レベルでの強力な地主制の解体方
針Ⅱ国家的介入を背景にして、農地委員会を国家政策を忠実に執行する組織に編成替えした事であった。
〈｜〉ここでは、この問題をまず、所有権構造のレベルからみてみよう。第二次改革の論理は、所有権の耕作によ
る
基
礎
付
け
を
出
発
点
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
第
一
次
改
革
と
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
改
革
に
お
い
て
は
、
こ
の
所
有
権
の
具
体
化
を
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
展
開
し
、
現
実
の
耕
作
占
有
者
に
所
有
権
を
付
与
す
る
事
を
薙
本
方
針
と
し
て
現
耕
作
者
の
放
逐
を前提とする所有権者の耕作者化を原川として否定した。この結果、在村地主の保有規模は、大幅に縮小され日作杣
へ
の
介
入
皮
の
低
さ
ｌ
に
よ
っ
て
、
土
地
の
譲
渡
の
厨
而
で
は
鯉
い
月
主
判
断
の
編
を
も
ち
、
こ
れ
が
例
じ
く
介
入
皮
の
低
さ
に
Ⅲ
米
する階層別構成のあり方（小作委員の劣位）と相まって農村社会からの独立度を弱め、改革の不徹底さを結果する平
になったという事ができよう。権限の弱さと自主判断の広さ、これが第一次農地改革下の農地委員会の特徴であった。
第
三
節
第
二
次
農
地
改
革
法
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江
○
あ
っ
て
、
保
有
地
を
、
作
予
定
地
と
し
て
樅
成
し
正
当
化
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
保
有
地
に
つ
い
て
の
農
林
当
局
の
見
解
を
見
る
と、「此ノ温度ハ己ムヲ得ナイト云う訳デ残シダ」、「地主ガ之ヲ自作シ得ルト云う意味デ残シタノデハナイ」（集成二
’
三
二
九
）
と
い
う
説
明
が
み
ら
れ
、
保
有
地
を
残
す
事
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
正
当
性
根
拠
が
な
く
、
改
革
事
業
の
例
外
と
し
て
妥
協
（Ⅱ） 
的
に
認
め
た
と
い
う
事
が
、
か
な
り
率
直
に
述
べ
．
じ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
説
明
方
法
と
し
て
は
、
全
部
目
作
地
化
し
た
と
し
て
も
、
「
、
家
労
カ
ヲ
於
礎
ニ
ス
ル
経
営
形
態
二
於
イ
テ
ハ
、
労
力
上
ノ
変
化
カ
ラ
経
営
而
積
ノ
変
化
ガ
起
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ナ
イ
」
（
集
成
二
’
三
二
九
）
の
で
、
ど
う
し
て
も
蘭
貸
俗
が
必
要
と
な
る
と
い
う
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
将
来
に
お
け
る
小
作
地
の
発
化
の
問
題
で
あ
り
、
改
革
過
樫
で
小
作
地
を
残
す
理
川
に
な
ら
な
い
の
は
価
ち
に
気
づ
く
事
柄
で
、
議
会
で
も
同
様
の
批
判
が
Ⅲ
次
い
だ
。
こ
う
し
て
具
体
的
所
有
権
の
よ
り
深
い
展
開
は
、
第
一
次
改
革
と
違
っ
て
す
べ
て
の
土
地
に
具
体
的
所
有
権
を
貫
徹
す
る
事
に
な
ら
ず
、
保
有
地
を
法
論
理
上
固
有
に
正
当
化
し
得
な
い
土
地
と
し
て
残
す
事
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
点
こ
そ
が
、
第
一
次
改
革
と
第
二
次
改
革
の
決
定
的
な
相
違
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
｜
般
的
な
所
有
権
の
具
体
化
で
あ
れ
ば
、
既
に
戦
前
の
明
治
比
法
下
の
農
村
社
会
規
範
の
巾
で
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
土
地
に
具
体
的
所
有
樅
を
週
川
す
る
と
い
う
第
一
次
改
革
の
論
理
は
、
地
主
の
自
作
化
を
包
摂
す
る
事
に
よ
っ
て
Ⅲ
地
主
燗
に
も
ま
だ
受
容
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
改
革
は
、
所
有
樅
の
具
体
化
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
展
開
し
、
地
主
の
自
作
化
を
原
則
と
し
て
否
定
す
る
事
に
よ
っ
て
旧
地
主
層
が
た
だ
ち
に
は
受
容
し
得
な
い
構
造
を
作
り
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
「
残
存
」
小
作
地
に
お
い
て
は
小
作
人
の
用
益
権
の
徹
底
強
化
が
、
本
来
正
当
性
を
も
た
な
い
所
有
権
を
き
び
し
く
抑
制
す
る
と
い
う
形
で
図
ら
れ
る
事
に
な
る
。
即
ち
、
農
地
調
整
法
に
み
ら
れ
る
小
作
関
係
の
実
体
規
定は、第一次改革法の改正部分に加えて、小作料滞納に起因する解除をも腱地委員会の承認にかからしめ、小化料減
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も
っ
と
も
、
第
二
次
改
革
法
の
耕
作
椛
保
趣
は
、
こ
の
よ
う
な
尖
体
規
定
の
修
正
に
よ
る
よ
り
も
、
さ
ら
に
効
果
的
な
規
疋
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
農
地
調
粧
法
附
川
の
形
で
制
定
さ
れ
た
、
解
除
・
解
約
・
更
新
拡
絶
に
つ
い
て
の
市
町
村
農
地
委
且
会
の
承認を「地力長汽ノ許可」に読みかえるという規定で、これが後に述べる遡及買収規定と州まって耕作権を飛跳的に
強化するものとなった。ただ、この問題は、所有権榊造の問趣としてより、農地委貝会の問題として論じた方が適切
な
の
で
後
に
述
べ
る
卵
と
し
、
こ
こ
で
は
、
所
有
樅
の
只
休
化
の
論
理
が
地
主
小
作
間
へ
の
国
家
介
入
の
徹
底
を
促
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保有地における地主所有権が間有の正当性を喪失した平のみ確認しておきたい。
〈二〉次に農地委員会について検討する。
第一次改革と較べて市町村農地委且会は櫛成においても権限，、主判断においても大きく変わったといえる。
農
地
聴
轆
法
の
櫛
造
（
二
（
川
ｕ
）
丘一
でヤ|；し在る使原額
あをたしイlfさⅡ'１免
ろ根地な地れ的除
゜底主い借るに雛
：3$」;illii燃しⅡ１１殊のとま別設
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革あみ次すいて約法つな改べう行を1こたし革き徹使義よ・て法内底し務
つこいが容し得づ
ての九、でたるけ
小規事小あニヒ権るllifml(!「'`W93
は下れを同き抑と
｣,mii洲槽ilil堅
主、り人はのるて
の小、の、抑だし、
llllll螺鱗i
lmは制の新あ、で
を、、対枢る解注
所そ減価絶。除［１与れ免とのことす
のrljjJは抑れいく
付体制みＩjリはうき
jiitt：捺同Ｍキ
とて６ず在じ－１名解
しｌｈｌに、しくｌﾘ１約
ミＨＬＩｉｉｌ石cili朧,ｋ半正所に解産Ｆ'１新
＃制臘珊ＭＩ１Ｍ
ｊｕをのて抑椛存とＬイj・ｌＩＩｊや制を在い
とし有むま対のう
ななのなで象上比
ついＩ［くはとで法
たの当残存す行上
（咽）
とい章える◎
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（一）農地委員櫛成を見てみると、委員一○名中、小作階個委貝は五名と半数を占め、地主委員三名・自作委員二
名の土地所有し画姿口と同数となった。四六年一二Ⅱ末に行われた巾町村農地委瓜選氷の際の数字でみると、小作階肘
の櫛椛者七六八万人、地主階層一六四刀人、自作階屑八三五万人であり、これを恥純に一○名の委貝の割り振りに反
映させると、小作委ｕ川名、地主委貝一名：ｕ作委艮五名となる。つまり、法制庇上規定された腿地委凸柵成は、股
村の階屑柵成実態とは大きくかけ離れているわけで、ここからも国家の政莱的琴鵠気それに川来する農地委員会の農
（Ⅱ） 
付社会からの外《仏的独立性がうかがわれるが、それだけでなく同じ外在的な独立性を有していた第一次改革下の農地
委員会と較べると、第一次改革のものが、地主委員の数の多さをきわだたせる構成になっていたのに対し、第二次改
革
下
の
そ
れ
が
、
自
作
委
員
数
の
大
幅
な
抑
制
と
そ
の
分
で
の
小
作
及
び
地
主
委
員
の
数
の
増
員
を
特
醒
徴
と
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
次
改
革
法
の
議
会
瀞
議
に
際
し
て
、
社
会
党
議
且
は
、
し
ば
し
ば
階
層
別
構
成
同
体
に
反
対
し
、
全
村
選
準
を
す
べ
き事を主張するが、その理由の一端が、地主出身の委員を農地委員会に確実にかつ過大に送り込む事になるという点
にあった邪は疑いない。
このように、第二次改革の階層別柵成が、小作のみでなく地主をも過大に代表させるシステムになっていた事は注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
過
大
に
代
表
と
い
っ
て
も
、
鋪
一
次
改
畝
で
の
地
主
委
貝
数
の
比
串
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
ウ
ェ
イ
ト
は
確
災に低下しているのであり、小作委且が全委口の半数にまで拡大した平とあわせて考えれば節二次改革下の農地委貝
会は全休として地主委ｕの影瀞力の後退という形で特徴づけられよう。そのようにみてくると、第二次改革での腿地
委貝柵成の特徴は、節一次改抽における国家政筑の凹徹度の限界から生じた各階肘利宵の「正当な代汲」論を脱却し、
「封建的地主制の解体」という政策をかなりはっきりと掲げて、その観点からの「適正な代表」を実現したものとい
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（旧）
え
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
地
主
制
の
解
体
、
小
作
人
へ
の
所
右
皿
酵
那
付
与
と
い
う
川
家
政
簸
を
強
力
に
貫
徹
さ
せ
る
た
め
、
地
主
所
有
地
分
配
に
祇
接
関
わ
る
地
主
・
小
作
阿
委
ｕ
を
軸
に
後
者
の
優
位
を
確
保
す
る
形
で
農
地
委
此
会
を
柵
成
し
、
ｎ
作
委
風
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的
（応）
地
位
に
と
ど
め
る
と
い
う
力
阿
が
こ
こ
か
ら
は
総
み
取
れ
る
。
農
林
当
刷
が
、
自
作
蚕
ｕ
に
つ
い
て
一
小
し
た
兇
解
ｌ
「
向
作
鰻
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
…
…
片
カ
ハ
耕
作
者
、
片
カ
ハ
所
有
者
、
斯
ウ
云
う
二
爪
ノ
性
格
ヲ
侍
ツ
テ
届
リ
マ
ス
…
…
〔
そ
こ
で
〕
土
地
所
有
ノ
耐
ト
純
小
作ノ耐ト同数ニシテ榊成シダ〔が〕之ヲ今度ハ逆一一、常二耕作スルト云う方カラ児レバ、耕作者ハ寧口多クテ、純粋
ノ
地
主
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
斐
二
激
が
少
イ
」
（
蝶
成
一
Ｔ
一
○
六
九
）
ｌ
と
い
う
の
は
、
ｎ
作
委
員
に
対
し
、
農
地
委
貝
と
し
て
は
脚
打
の
利
審
を
認
め
な
い
と
い
う
川
家
政
鞭
の
方
向
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
こ
に
、
農
地
委
員
会
を
介
し
た
国
家
政
筑
の
貫
徹
と
い
う
腿地改誠の特有の論班を読みとる事ができる。
所
有
権
の
再
配
分
と
い
う
強
力
な
私
権
制
限
を
「
民
主
化
」
政
筑
の
一
環
と
し
て
行
う
以
上
、
農
地
委
員
会
は
農
村
の
共
同
利
寄
を
実
現
す
る
よ
う
な
公
共
的
性
格
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
階
層
区
分
構
成
を
と
る
と
し
て
も
特
定
の
階
厨
の
み
を
制
度
的
に
排
除
す
る
事
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
行
え
ば
、
農
地
委
員
会
の
農
村
に
対
す
る
疎
遠
性
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
私
権
制
限
は
民
主
的
公
共
性
を
喪
失
し
て
権
力
的
契
機
を
む
き
出
し
に
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
改
革
後
多
く
の
、
作
農
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
平
に
な
る
新
農
村
社
会
の
秩
序
は
、
安
定
的
に
維
持
さ
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
小
作
人
擁
謹
政
簸
の
貫
徹
と
農
地
委
貝
会
の
公
共
性
の
確
保
。
こ
の
矛
府
す
る
契
機
の
巾
で
な
さ
れ
た
階
府
別
委
員
数
の
配
慨
替
え
は
、
ｎ
作
委
貝
に
つ
い
て
の
右
の
よ
う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
伴
い
つ
つ
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
胆
地
委
皿
会
は
、
小
作
階
肘
委
凶
の
地
位
を
保
障
す
る
力
向
で
再
編
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
腿
村
社
会
よ
り
の
独
立
性
を
第
一
次
改
革
時
よ
り
徹
底
さ
せ
る
馴
に
な
っ
た
。
「
節
二
次
改
革
は
腿
村
の
尖
悩
に
照
せ
ば
き
わ
め
て
徹
底
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
腿地鋤芯半法の構造（二（川ｕ）
五
三
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五
川
実
現
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
農
地
改
革
の
糖
痒
抑
に
鑑
み
法
の
適
川
は
あ
く
ま
で
厳
桁
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
共
に
出
狐
郡
す
る
者
も
新
し
い
農
村
社
会
を
建
設
す
る
列
気
と
情
熱
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
災
成
四
－
六
一
五
）
と
い
う
農
林
人
匝
内
訓
は
、
法
と
官
仇
機
柵
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
農
地
委
員
会
の
独
立
性
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
独
立
性
は
、
農
地
委
且
選
単
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
捉
川
で全国的に行われた「不適切」委員のリコール迎動が各屑一傘貝に一定の緊張感をもたらした鞭を通じてさらに強川な
（Ⅳ） 
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
え
、
第
一
一
次
改
革
で
は
、
農
地
委
員
選
挙
は
立
膝
耐
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
点
で
も
農
地
委
且
会
が
農
村
社
会
か
ら
独
立
し
た
意
思
を
も
つ
事
が
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
独
立
性
は
、
と
り
わ
け
、
農
林
当
局
が
村
枠
頓
図
機
構
と
農
地
委
員
会
の
制
度
的
連
絡
を
枢
否
し
た
点
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
村
籾
喋
場
撰
構
と
の
制
度
的
連
絡
の
断
絶
は
、
既
に
第
一
次
改
革
の
下
で
の
農
地
委
員
会
長
互
選
制
に
端
緒
を
見
い
だ
す
が
、
第
二
次
改
輔
は
こ
の
方
向
を
徹
底
さ
せ
、
会
長
職
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
予
算
、
書
記
の
待
遇
等
、
市
町
村
農
地
委
員
会
活
動
の
重
要
局
面
す
べ
て
に
つ
い
て
村
抄
賜
騰
術
と
の
制
度
的
断
絶
を
追
求
し
た
。
そ
れ
は
、
議
会
審
議
の
巾
で
農
林
当
局
が
、
た
び
た
び
農
地
委
員
会
は
地
力鍼機関でなく「川の機関」である平を述べている事からもわかる。議会では、農地叫俳作関係の実態に密着して活動す
る
市
町
村
腿
地
委
貝
会
が
「
市
町
村
ト
ハ
何
等
ノ
述
繋
モ
ナ
」
く
司
其
ノ
庁
舎
モ
ナ
ヶ
レ
パ
、
又
典
ノ
下
部
組
織
モ
侍
ツ
テ
届
ラ
ヌ
」
（
災
成
二
’
八
六
七
）
邪
へ
の
不
安
が
語
ら
れ
、
何
ら
か
の
制
度
的
迎
絡
が
必
要
で
あ
る
邸
が
強
調
さ
れ
る
が
、
農
林
当
川
は
、
巾
町
村
農
地一公風会の仕事は腿地委ｕ会が独自に行い、市長付踵が胆地改蛾に側与するとしても、それは腿地委且会が側与しな
い
股
地
証
券
の
交
付
等
の
仕
馴
で
あ
っ
て
、
両
者
は
「
別
ノ
系
統
ノ
仕
耶
」
を
す
る
の
だ
と
述
べ
て
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
（
災
成
二
’
八六九）。また、予算についても、農林当局は、「法制的一一見マスルト……此ノ出川ハ市町村デ好ツコトニナッテ届」
るが「実質二於キマシテハ……国費ヲ川ス」（災成二’八六八）と述べ、委貝、評記、部落補助貝の手当、一訳調査等
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に
か
か
る
事
務
費
は
す
べ
て
国
が
負
担
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
町
村
長
、
役
場
機
橘
の
も
つ
村
落
名
望
家
的
な
性
質
１
－
尖
態
的
農村社会から距離をおいて市町村農地委員会を改造しようとする政策的意図にでるものであった。
そ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
農
民
か
ら
選
単
に
よ
っ
て
委
且
を
選
び
市
町
村
毎
に
設
慨
さ
れ
て
い
く
平
に
な
っ
た
食
繊
調
雅
委
且
会
、
農
業
調整委員会と比較すればきわめて明瞭であり、農村全体を代表して村外の供出機構と対時し、村への負担を極力公平
に
割
り
振
る
事
を
期
待
さ
れ
た
食
轍
調
粧
委
艮
会
、
農
業
調
整
委
員
会
は
、
市
町
村
長
が
供
出
武
任
者
と
さ
れ
た
事
と
机
ま
っ
て
村
役
場
（四）
機構と密接な関係をもっていた。食糧調雅委員会、農業調雅委員会は、委員構成２℃階層制をとっておらず、選挙にあ
（ｍ） 
たっても立候赫川制を採川していない。それゆえ、人員的にも農地委員会と一線を画していた。後に、「農地改革打ち
切り論」とともに農地委員会の改組、農業調整委員会との合併の上での農業委員会の設置が日穏に上ったとき、農業
（別）
調
整
委
員
会
側
が
こ
れ
に
祇
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
に
対
し
、
農
地
委
員
会
側
が
こ
れ
に
強
く
反
発
し
た
の
も
、
右
の
よ
う
な
両
組
織
の
速いから、農地委員会側が独立性を喪失しかねないと考えたからである。
四七年九月全国の都道府県、市町村農地委且会の述合組織として農地委員会全国協議会が結成され、同年一二月に
は農地委員会職員労働組合全図迎合会が書記を中心に結成される。これらの川体が結成された岐大の契機は、農地委
員会の経費、書記の待遇改善という経済問題の解決であり、国に対する農地委員会予算の増額、全額国庫負担が主要
（”） 
な要求項Ｈｍであった。このことは、市町村農地委員会を市町村役場機構から独立させるという脚家政策がかなりの線
度有効に機能していた事をかなり皮肉な形で証明すると同時に、まさにこの独立が、農地委員や書記に多大の負担を
かけていた事をも立証している。農地委貝会は、その事務雌の多さに比しての経賀の少なさに苦しみ、書記は役場史
（羽）
員の身分を得られず農地委員会職員という地位の不安定さに苦しまねばならなかった。農村社会を大きく変容させる
・
Ｌ
Ｃ
Ｌ
腿地改革法の柵造（一）（川Ⅱ）
１
１
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遡
及
貿
収
は
、
戦
後
顕
発
し
た
改
革
の
が
れ
の
土
地
引
き
上
げ
に
対
処
す
る
方
策
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
制
度
と
し
て
は
現
況
の
椛
利
関
係
を
無
視
し
て
過
去
の
状
態
を
も
と
に
強
権
発
動
す
る
と
い
う
強
力
な
私
権
介
入
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
だ
け
に
農
地
改
革
法
の
中
で
も
常
に
議
論
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
だ
け
に
、
保
有
地
選
定
以
上
に
市
町
村
農
地
委
且
会
に
と
っ
て
は
川
難
な
問
題
で
も
あ
っ
た
。
（訂）
使する事上」なったのである。
よ二１１地地か受ｉｊＪ範収ムで
う小主をしけ能ま囲計のの
ｔＩＭ：８ポ！]〈嘉ＷⅧ
た係Ｉｌｌ１ＵＩれ望多保小立はを
ｋＭＲ舵Ｋ２ｉＭ壽擶：腱
え地接法いかもｉｉｉに、のし
る委交をてとつ定端定意て
゜且渉算、いてＩｌＩ１的め恩チ
：＃1i譜緤,#Ⅶ紬iiii；
しふ画形省題。兇した面ク
てり立ではでこてたノバにし
巾ま案定、あれみの準’1｝た
'１１’わに式詳つはよがをす。
村さ反化細た、う、あ可尖
胆れ映しへなか地。保て能務
地るすたど計らｊＺ係有は性に
委事る。画、がイｊ地めはな
【」を契この地ど地選てきじ
会危機れ立主の選定いわみ
はＩｌＩをに案小ニヒ定とくめの
、し種よ婆作ｊｕｌｌＩ１遡定てな
保、小つ価ＩＨＩを題及形低い
Ｍ８Ｉｉｍ系filW(ｍＷ２１ｉｉ
逸’''１九主し接地Ｈを行大姿
ｆ憎繩,,<ＲｔｌＷ蝿7,1＆
いｌｌＵあ有作沙てｉＩｈｉるあ町は
うする希人が残立問つ村、
強る゜型の；なす案題九農１４ド
ノノ股農が緋味事にで事地記
な地林買作ををああは委に樅委省Ｊ１)（面も希たつ肌員依
'1Ｎ貝は計穂つ望つたに会存を会、画と契すて。ふにせ
狭の妥立小機るH2れとざ
W1i1Ml議lliガカ<製畦：
県ililf譜ＷＧＩ州ｉｉ＃＃
判をて人のて人ので的、
断可やりｌＨｉいが狐あなこ
の能む込係たど立る仕の
余ななむかのの性が事よ
地限〈平らで土を、でう
のり残を賀あ地縮にｌあな
下（ｌｉＩｌし｜Ⅲ収るの城主つシ
に約たＩ上対。賀す判たス
イ了し１mし象しいる断買テ
腿
地
改
航
法
の
柵
造
二
）
（
川
Ⅲ
）
l［ 
し
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法
学
志
林
節
九
十
巻
第
四
号
近
八
遡及買収については、ＧＨＱの内部でも意見の対立があった。即ち、ＧＳが無条件一律買収を主張したのに対して、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
は
土
地
引
き
上
げ
の
実
態
か
ら
全
部
を
買
収
す
る
と
混
乱
を
よ
び
、
ま
た
市
町
村
農
地
委
貝
会
の
柵
成
も
適
正
に
な
っ
た
の
だ
か
（配）
ら
、
こ
れ
に
判
断
を
任
せ
て
も
よ
い
と
主
張
し
、
結
局
一
律
買
収
は
い
れ
ら
れ
な
い
事
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
段
階
で
遡
及
買
収
は
、
「
正
当
な
」
土
地
返
還
を
秤
認
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
が
、
そ
の
経
過
が
右
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
が
日
本側に伝わったとき、この「容認」をめぐって理解の食い違いがおこった。農林省は、これを原則として市町村農地
委
員
会
の
ｎ
兆
判
断
事
項
と
し
、
遡
及
が
妥
当
で
あ
れ
ば
行
う
と
い
う
形
で
自
作
農
川
設
特
別
摘
慨
法
附
川
を
規
定
し
成
立
さ
せ
た
が
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
は
、
こ
れ
を
了
承
せ
ず
、
原
則
と
し
て
昭
和
二
○
年
一
一
Ⅱ
二
三
日
の
権
利
関
係
に
基
づ
い
て
買
収
し
、
例
外
と
し
て
引
き
上
げ
を
容
認
す
る
事
が
あ
る
と
い
う
考
え
力
を
と
っ
た
。
腱
地
改
革
過
秘
で
は
、
地
主
小
作
関
係
へ
の
日
本
政
府
の
対
応
能
力
の
限
界
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
突
破
し
た
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
う
ち
の
代
表
的
な
例
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
事
態
は
、
法
制
度
上
か
な
り
菰
大
な
結
果
を
生
む
平
に
な
っ
た
。
即
ち
、
自
作
農
刺
殺
特
別
措
慨
法
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
が
注
文
を
つ
け
る
前
に
成
立
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
議
会
に
お
い
て
、
農
林
当
局
は
こ
の
制
度
は
「
現
一
一
成
立
シ
テ
居
り
マ
ス
秩
序
ヲ
モ
ウ
｜
度
壊
ス
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
、
一
一
Ⅱ
二
三
ｕ
二
依
ル
為
ニ
ハ
、
依
ル
ダ
ヶ
ノ
理
川
ガ
ナ
ヶ
レ
パ
ナ
リ
マ
セ
ヌ」（集成二’二七一）とし、もし遡及買収をするならば、机応の理由を買収計画の中に記戦するようにすると述べて、
遡及買収を市町村農地委員会の月並判断事項に属する例外的事態と説明していた。事実、自作農川設特別措閃法附則
の
規
定
も
、
遡
及
買
収
に
つ
い
て
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
事
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
要
求
を
拒否する事はできない。そこでとられたのが、自作農創設特別措置法条文と明確に矛盾する施行令の制定であった。
施行令四三条は、昭和一一○年一一Ⅱ二三日時点で小作人であった者が当該の小作地につき遡及買収を誰端水した場合は
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し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
市
町
村
農
地
委
員
会
に
と
っ
て
、
現
況
を
覆
し
て
排
作
者
（
Ⅱ
所
有
権
者
）
を
変
更
す
る
作
業
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
叩
な
る
腿
準
の
あ
て
は
め
で
は
な
く
、
過
去
の
地
主
小
作
側
係
が
変
容
さ
れ
た
珈
怖
を
当
事
者
や
川
川
の
者
に
あ
た
っ
て
調
べ
、
か
つ
そ
の
土
地
引
き
上
げ
が
「
正
当
な
」
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
い
う
微
妙
な
仕
事
は
、
国
家
政
策
に
誘
導
さ
れ
て
の
み
農
村
か
ら
の
独
立
性
を
保
持
し
得
て
い
た
農
地
委
貝
会
に
と
っ
て
人
変
不
得
手
な
も
の
で
あ
っ
た
。
蛎
爽
、
各
地
か
ら
の
報
告
を
見
て
も
、
遡
及
倒
収
の
川
難
さ
を
う
っ
た
え
る
も
の
は
枚
単
に
暇
が
な
い
。
「
遡
及
買
収
は
法
令
の
解
釈
も
む
ず
か
し
い
し
こ
れ
を
徹
底
的
に
や
る
といろいろの障害にⅢ合う。蒜し地主の不当土地取上げも現在ではおちついた秩序になっている場合が多い」（災成
七
上
ハ
九
○
新
洞
映
か
ら
の
報
告
）
と
い
う
の
は
、
そ
の
端
的
な
例
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
べ
き
囚
家
政
箙
の
内
容
が
よ
く
飲
み
込
め
ず
、
．
し
か
も
腿
村
の
火
附
に
も
的
雌
に
切
り
込
め
な
い
ま
ま
、
計
Ⅲ
立
案
を
強
く
求
め
ら
れ
る
現
地
関
係
背
の
当
惑
が
よ
農
地
改
革
法
の
構
造
二
）
（
川
Ｕ
）
五
九
村律伽いわ部ＴｌＴ
農’ことＩ＆てら』iii町
｣Ⅲ現い’ｕはず府村委定う改必独り』し農
1Ｊし気〕YHず｜:Ｉ股地
会てｌＬ法買に地委
はい三1：IMI収遡委貝
、な化のの及貝会
鯉万慈悪M{湖立こテのをｉｌｌｒＸ収
法ろ１－審画収計
1こかマっ識をの画
よ法かとした｝'１を
つ律らし、て示定
て現すてかるをめ
遡定る、つり（311ｊね
及Ｉこと法否を求ば
賀１ﾘ｝疑ｆｌｌと要でな
収ら’１１１でし求きら
のかなはたしるな
'と｜に点川１１＄、とい
主反を疋はｌＶ｛しと
)トリす多しそイIｌたし
断る々ての二・、
範内もい【Ⅱ１○さ四
|川容つな１１１イ|ｉら四
をのていを一に条
杵行いよ論一、で
し政たう事ノ１１mは
く命とな録二Ｊ１、
狭令いｉｉｉに三条こ
めがう嬰記日はの
ら発斗ｉＪｌ（ｉｌｉｌｉｌＩ３、請
れせを」〔(｛し点Ｔｌｊ求
、らあをなと１１１１を
遡れげ多け奥付Ｔ１ｉ
及てう〈れな股町
岡いる行ばる地村
収たが政な椛委農
のの、命ら利１J地
火で遡令なＩＨＩ会委施あ及にい係が貝
をるｒＩ委との闘会
強。収ねkll-F収が
鰊；､i懲郷
：刑，.ｌＭｆ
Ｐ１ｉＴｌＴ、のににき
に町法１１１１つＩＨＩは
な
っ
た
。
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腿
林
当
局
も
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
予
測
し
て
い
た
か
ら
、
農
地
買
収
が
不
在
地
主
所
有
地
中
心
に
半
ば
ま
で
進
み
、
よ
り
川
難
な
在
村
地
瓶
所
有
地
の
買
収
、
認
定
買
収
、
遡
及
買
収
に
局
面
が
移
行
す
る
時
期
に
法
改
正
を
行
い
法
制
度
を
樅
伽
す
る
と
と
も
に
遡
及
買
収
を
督
励
す
る
描
慨
を
と
っ
た
。
四
七
年
一
二
月
に
成
立
し
た
改
正
、
作
農
刎
設
特
別
拙
慨
法
で
は
、
新
た
に
六
条
の
二
、
六
条
の
三
、
六
条
の
四
、
六
条
の
五
を
遡
及
買
収
規
定
と
し
て
設
け
た
。
内
容
面
で
は
施
行
令
の
原
則
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
と
い
え
る
が
、
た
だ
、
六
条
の
二
で
遡
及
買
収
除
外
地
を
四
例
掛
げ
、
除
外
の
ケ
ー
ス
を
誹
細
化
し
た
。
こ
の
改
服
に
よ
っ
て
市
町
村
農
地
委
ｕ
会
の
脚
兆
判
断
の
余地は、いっそう狭められ、法律条文をよりどころに現況の耕作関係を根本的に変容できるだけの権威づけが可能に
（幻）
な
っ
た
と
い
》
え
る
。
つ
ま
り
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
に
強
力
な
権
限
を
保
障
し
つ
つ
、
自
主
判
断
の
余
地
を
狭
め
る
と
い
う
第
二
次
改
革
法
の
特
徴
が
、
こ
こ
で
は
き
わ
め
て
ク
リ
ア
ー
に
石
取
で
き
る
。
こ
の
法
改
服
を
後
ろ
だ
て
と
し
て
市
町
村
膿
咄
委
口
会
に
対
す
る
遡
及
買
収
の
脂
導
は
、
き
わ
め
て
綿
密
に
行
わ
れ
る
平
に
な
っ
た
。
腿
林
尚
レ
ベ
ル
で
は
、
既
に
四
七
年
一
Ⅱ
一
○
Ⅲ
付
け
迦
述
の
な
か
で
昭
和
二
○
年
一
一
Ⅱ
二
三
日
時
点
の
耕
作
状
況
洲
在
の
刀
扶
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
四
七
年
法
改
正
後
に
山
さ
れ
た
四
八
年
四
月
一
六
日
付
け
通
達
は
、
遡
及
買
収
の
み
を
独
立
し
て
と
り
あ
げ
、
遡
及
買収こそが「委貝会の桃絡を肢も明らかに語るもの」（災成川’八四五）なので今後はこの点を強力に指導すべき平を
桁摘する。そして、そのなかで、遡及買収を「否」とした場合の議事録把赦を菰祝し、「この議事録の記叔を資料と
し
て
市
町
村
農
地
委
且
会
を
充
分
監
粁
」
す
る
恥
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
各
農
地
事
務
局
は
、
各
県
下
市
町
村
農
地
委
員
会
の
成
統
評
定
を
行
い
、
評
定
の
菰
要
項
目
に
遡
及
買
収
を
い
れ
て
「
不
良
農
地
委
員
会
」
と
判
定
す
れ
ば
強
力
な
指
導
を
行った（集成七－五三三）。この成績評定刀法は、各農地事務局毎に若干の迷いはあるものの、いずれもきわめて多く
く語られている。
法
学
志
休
第
九
十
巻
第
四
号
六
○
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の
事
項
を
チ
ェ
ッ
ク
事
項
と
し
て
成
績
の
数
量
化
を
追
求
し
、
評
定
算
式
を
つ
く
っ
て
評
価
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
各
農
地
事
務
局
符
下
の
各
県
農
地
部
は
、
遡
及
買
収
の
指
導
体
制
を
強
め
て
い
っ
た
。
なかで注目すべき事は、遡及買収の徹底のために村民大会を開かせ、遡及買収の申告を掘り起こさせたという事例
（鋤）
がいくつか見こりれる事で、県は、市町村農地委員会を飛び越して世論を喚起し、これによって市町村農地委員会の目
（別）
主判断の余地がきわめて小さい当事者の巾ルロによる遡及買収を促進していったのである。
こ
の
よ
う
に
、
保
有
地
選
定
と
遡
及
買
収
に
お
い
て
は
、
市
町
村
股
地
委
貝
会
は
杵
し
く
自
主
判
断
範
川
を
狭
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
傾
向は、土地引き上げ問題ｌ解除・解約・更新拒絶の承認にいたってはさらに徹底していた。即ち、農地調整法附則に
よって市町村農地委員会は承認の権限自体を奪われ、土地引き上げの許可は知事の権限事項となってしまったのであ
る。現在進行しつつある地主小作側の利害対立には市町村農地委口会は充分に対処できないという農林省の判断がこ
こにはみられる。「農地委員会ガ碓突ニャッテ行クト云フコトノ硴信ヲ得マスマデノ間」（災成二’二七五）は知事が
処理するという農林当局の見解は、国家政策に依存してのみ自らの独立性を維持できた農地委員会の利害分立状況へ
の対応能力の欠如をよく物語っている。こうして農地改革遂行上きわめて重要な問題であった土地引き上げは、市町
村農地委員会の月主判断に委ねられないがゆえに権限ｎ体を停止され、都道府県の処皿事項となっていったのである。
（三）妓後に農地委員会の系統性について検討しよう。この点で注Ｈすべき事は、第二次改革法の原型をつくった
対日理事会提出プランーいわゆる「英連邦案」では、中央に農林大臣を会長とする土地買収委員会をつくり、その下
（蛇）
に都道府県段階、市町村段階の土地委員会をつくって系統性をもたせるという考え方が提一不されていた事である。そ
こでは、市町村腱地委貝会が買収計画を作成し、土地買収委且会の承認をうけてこれを確定するとなっていた。中央
腱
地
改
革
法
の
構
造
（
二
（
川
口
）
一ハー
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!Ｒ|;洲iii鳥２“しfliiiA“ｔ１伽
貝リiしず、系殊つにまか那委な地がるｊｉｉ
ｉｉ繊騨|;綴llDI,，の存ｆｌｌｆ１の扱波を地刀委れ第収て力付林
下す地会修うの希委町し」て二%|・瀞はの策
でる委は正と実釧員歩会買次ｉｉｈｉ杏、各九#践lil鯰艤;;鱗駐!;；が活貿『（、が村のるる売画でるこＮｕ号
選助収等以あ農との小波をはとのＲ会
任で元の後り地きか作３１.農、い計ｓを
すき渡一の、委の。地凹地農うｉｕｊも系
鯏MilllM1MR朧篝洲鰍＃８'iliii
につのrlii、Ｓが希省ず成会１１〃訴でになた承要法は行望はかとシ会がｌｉｊｉあ没
つ゜認エ|ド皿こい事、こいスを示をりけ
て節を項川れ、」U（四イＩｉうテ全さ処、、
い二行をＩよを部は六で点ムｌＩｌｉｌれＩＪｌ１そ賀る次う決、受ｉｉｉ、年、での的てしこ収繊:;#!;Ii1鱗織iillll『よ満の県旨委般政規統的ｌＨれ認村に
県る足機胆｜､１口に局をヤｌｉに導はを１１１つ
農となｌＨｌｊｍ答会及長適を実す、与地い
地、４１「と部しへ及ぶを川与現る節え委て
委Ｔｌｊ務なのたどびも通しえす’'１－る１１は：lMiiiぞＭＩＳＩ↓艘３ｈ$鮒鍬ど
の’12（|ｉＩｌＩＬＩをう農のＮ賀るに地革た３１の学地が収Ⅱ【し地でＲ収Ｐｌｉな委の、画シ鑿諦溌＃て脅鯲繩ぞRliM艀
験会な計る農会に巾りついを委農業ム者のかＩ１ｌｊｉ〃地はわし波たたお’１他しの委」'１つへの｜イリ委－た入すの。き会委、な
貝逸た延承で只般つれ事でＴＩＴ、シ且祁か
はｌｌＩか認展会的九をがあ町そス会ｉｉｉで六、姿らに｜)}｜は平が行、る村のテは府完二鯰iiMi鱗撚鵬liil1l11i
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一
方
、
邪
道
府
叺
農
地
委
且
会
は
、
市
町
村
農
地
委
且
会
を
脂
柳
す
る
よ
う
な
仕
耶
は
珈
突
上
で
き
ず
、
郁
逝
府
県
腿
地
委
貝
会
の
会
議は雌Ⅲ当者の報併をきいて法律上の「承認」「指示」「決定」の形式を付与する場となっていった。四八年九Ⅱに行
わ
れ
た
全
国
農
地
課
長
会
議
で
は
、
都
道
府
県
農
地
委
員
会
の
無
内
容
さ
が
強
調
さ
れ
、
「
法
律
の
上
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
買
収
、
売
波
、
あ
る
い
は
訴
願
の
裁
決
、
あ
る
い
は
訴
訟
の
対
策
に
し
て
も
、
す
べ
て
が
農
地
委
員
会
が
独
立
の
官
庁
と
し
て
と
り
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
県
農
地
課
が
こ
れ
を
代
行
し
て
い
る
よ
う
な
突
悩
」
（
災
成
七
ｌ
隠
地
乳
平
法
の
構
造
二
）
（
川
Ⅲ
）
一ハーーー
の
選
任
の
み
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
平
に
な
っ
て
い
る
。
農
林
当
局
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
市
町
村
腿
地
委
且
会
が
計
画
立
案
等
「
目
ラ
仕
馴
ヲ
ス
ル
」
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
那
逝
府
以
農
地
委
貝
会
は
そ
う
で
は
な
く
汁
画
の
承
認
と
か
訴
願
の
奴
疋
を
す
る
の
だ
から学識経験者が必要で、こうした点から選任方法が巡ってもかまわないというものであった（集成二－一○七四）。
こ
こ
に
は
、
第
一
次
改
革
下
に
み
ら
れ
た
非
系
統
性
論
ほ
ど
明
確
な
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
都
道
府
県
農
地
委
員
会
ｌ
市
町
村
農
地
委
口
会
の
系
統
的
完
結
性
を
認
め
な
い
考
え
刀
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
制
度
観
の
も
と
に
、
巾
央
に
農
林
省
の
部
局
た
る
農
政
局
を
お
い
て
農
地
改
革
事
務
を
統
括
さ
せ
、
地
力
レ
ベ
ル
で
は
、
各
地
域
毎
に
数
県
を
筒
戦
す
る
六
つ
の
農
地
事
務
局
を
お
き
、
符
下
各
県
に
は
農
地
部
を
設
慨
さ
せ
る
と
い
う
体
制
が
柵
築
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
各
県
下
に
お
か
れ
た
地
方
事
務
所
に
は
、
極
力
股
地
諜
を
お
く
叩
と
し
、
巾
町
村
脳
地
委
風
会
の
脂
導
は
雌
農
地
部
職
員
と
地
方
事
務
所
職
員
が
担
当
市
町
村
の
割
当
の
上
で
行
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
農
政
局
－
農
地
事
務
局
ｌ
県
農
地
部
農
地
課
－
市
町
村
農
地
委
員
会
と
い
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ヵ
式
が
基
幹
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
指
導
体
制
は
、
肢
終
的
に
四
七
年
二
月
の
催
地
調
粧
法
施
行
令
改
正
で
規
定
さ
れ
た
知
事
に
よ
る
市
町
村
農
地
委
且
会
の
解
散
樅
に
よ
っ
て
完
成
す
る
邪
となるのである。
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指わるしの勅要県県対地を一ゼ鵬３１V（“＃iiiii奇鮎淵ｉｌ
注二な国機べ、諜委火ととしとＮ零燗幽M1：醤鼎馴､１１１Ｍか大た簸し、隠しの改つ強都な：蒸淵：患發Ⅶル１Ｍl1i嘱柵$ゎ桃色舳譜蝋懸鴬縦&鶯鵬;11噸とＭ隅幽鰍〈|Ｍ豊ＭＭｉ灘鯰liili1鱗ljii鐸【＃雛ﾂﾞｉｔ'Ｍ鮴iiiｼ蝿鵬＄ｋ洲Ｈ２紳舩繩撒洲で可でにれの１１にし画にす過一が新きよた機会とてのくる程斉珍
したつ。IHIはど’１１股らだでにＩついのてこは、ま要終ぺけ何吹R1i鯛ｉｉｌｉ;llii灘は’、、１１１かあも｜るをもくり、都人椛委らつつ訴か付たる、こ道数限貝のてた願に与なのこの府もが優独賀の裁政すかでれ農県多大位立収で決覚るつあを地を〈きの度売あと色とたるつ改貫そけ楠ｉｌ９ｉ渡るそiil1へいの。け
革くれれ成〈31.．れく翌うかての宮ゆばを、、しをそ点と併指侭え大通樅のかうれでいりｉＬ;；Miii鱗＃|M＃ｌＩｉｉ際：
“jiiifiiW《熱胤ＷｉｉｉｌＷＨｌｉ裟鮒；鱗；｜‘い機わ存に断的会事ｈｌｌ会い委
〈ＩＨＩらせ把範なのはｉｉｉは。１１
事のブ：ざ提ｌｌｌｌｉｎ必、府絶農会
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こうした機櫛の粧術の上で、農林省は、官俶が「Ⅲ水農民の真の友」となり、「第一線の尖兵」（災成七’一六）と
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な
る
事
を
要
望
し
、
「
農
地
改
革
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
官
僚
が
と
っ
た
と
云
ふ
こ
と
は
我
々
の
良
心
を
示
す
も
の
と
し
て
誇
っ
て
よ
い
」
（
災
成
七
’
四
四
）
と
断
言
す
る
。
識
会
に
お
い
て
も
、
農
林
省
、
部
道
府
県
庁
が
市
町
村
農
地
委
員
会
を
綿
裕
に
指
導
す
る
事
の
必
要
性
（師）
が
議
員
か
ら
し
き
り
に
説
か
れ
、
農
林
当
局
も
、
「
農
地
改
革
二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
是
ハ
何
ト
致
シ
マ
シ
テ
モ
専
門
ノ
知
識
ヲ
要
シ
、
又
此ノ改革二付イテノ十分ナ熱意ヲ持ツテイル者ヲ採用致シマシテ、｜貰シテャリマスル必要ガァリマスルノデ、地万
一一農地管理部ヲ設ケマシテ農林省ガ連絡シテャッテ行ク」、「非常二急速ニャラナヶレバナリマセヌシ側シ専門的ナ知
識ヲ要スル」ので「本省カラズット木端二盃リマスマデ、是ハ専門的二一質シテャッテ行クコトガ必要」（災成二’三
一
七
）
と
し
て
、
中
央
ｌ
地
方
を
貫
く
一
貫
体
制
を
強
調
し
た
。
四
七
年
一
月
に
農
林
省
が
作
成
し
て
各
地
に
配
布
し
た
「
農
地
等
の
買
収
及
び
売
渡
事
務
処
理
要
領
」
に
は
、
初
年
度
に
モ
デ
ル
農
地
委
員
会
を
つ
く
っ
て
集
中
的
に
指
導
し
実
績
を
あ
げ
る
事
に
始
ま
り
、
指
導
班
に
よ
る
脂
熱
、
市
町
村
農
地
委
員
会
台
帳
に
よ
る
各
膿
地
委
員
会
の
性
格
把
握
、
研
究
機
関
の
投
概
、
農
地
台
帳
の
作
成
手
順
、
世
帯
表
の
作
成
手
順
、
買
収
売
渡
計
剛
の
作
成
手
順
な
ど
が
事
細
か
に
記
救
さ
れ
る
（
災
成
川
’
七
二
九
以
下
）
。
こ
れ
を
う
け
て
、
各
雌
股
地
部
も
、
査
察
班
、
監
査
班
を
つ
く
っ
て
実
地
指
導
し
、
農
地
委
員
会
の
成
績
評
価
の
う
え
で
の
雨
点
指
導
な
ど
多
様
な
農
地
委
員
会
指
（詔）
導
を
展
開
す
る
。
こ
こ
で
、
県
係
官
に
よ
る
市
町
村
農
地
委
員
会
の
指
導
体
制
の
例
を
香
川
県
で
み
て
み
る
と
、
同
県
で
は
、
四
六
年
末
（鋤）
に
農
地
部
農
地
課
を
新
設
、
大
賊
の
職
貝
を
新
規
雁
川
し
て
陣
営
を
縦
》
え
、
配
樋
し
た
。
そ
の
際
注
目
す
べ
き
は
、
配
澗
の
方
式
で
、
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
郡
毎
に
割
り
振
ら
れ
そ
の
担
当
の
郡
下
の
す
べ
て
の
市
町
村
農
地
委
員
会
を
包
括
的
に
指
導
し
た
。
「
香
川
県
農
地
改
革
三年史」所載の「県庁農地課の陣営」という一覧表は、農地課内の庶務係、創設係等の「係」を主体に書かれている
が
、
し
か
し
、
当
時
の
職
員
の
意
識
は
そ
う
で
は
な
く
、
職
員
は
ま
ず
担
当
の
郡
を
も
っ
て
い
て
そ
の
郡
下
名
村
の
指
導
を
中
心
に
活
動
し
、
各
係
の
配
澗
は
、
上
級
官
庁
と
の
迎
絡
の
必
要
か
ら
郡
指
導
グ
ル
ー
プ
を
叩
位
に
特
定
の
祇
類
の
仕
事
を
妓
終
的
に
総
揃
さ
せ
る
も
農
地
改
革
法
の
構
造
（
二
（
川
口
）
六五
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法
学
志
林
第
九
十
巻
第
四
号
一ハーハ
（㈹）
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
一
覧
表
の
中
に
は
、
係
の
項
目
以
外
に
括
弧
を
つ
け
て
郡
名
が
書
き
込
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
市
町
村
農
地
委
且
会
の
指
導
上
腱
林
省
、
県
農
地
部
が
意
を
注
い
だ
の
が
、
詳
記
の
選
任
で
、
複
雑
で
農
村
の
実
情
か
ら
距
離
を
も
っ
た
法
令
を
解
釈
連
用
す
る
だ
け
の
学
識
と
熱
意
を
要
請
さ
れ
た
書
記
は
、
疎
開
者
、
引
き
揚
げ
者
、
帰
還
軍
人
な
ど
の
出
自
を
も
ち
、
学
（机）
歴
も
一
般
の
農
民
よ
り
志
向
い
こ
と
を
特
徴
と
し
た
。
学
識
的
に
も
、
村
落
内
の
地
位
に
お
い
て
も
、
農
村
の
実
態
よ
り
一
定
の
距
離
を
も
っ
て
い
た
彼
ら
「
農
村
の
知
識
階
層
」
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
農
地
改
革
は
あ
れ
ほ
ど
の
成
功
を
納
め
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
各
県
農
地
課
職
員
は
、
こ
の
書
記
を
徹
底
的
に
教
育
・
指
導
し
、
法
令
解
釈
、
委
員
会
運
営
の
仕
方
を
た
た
き
込
ん
だ
。
各
県
か
ら
の
報
告
を
見
る
と
、
背
記
の
論
判
会
、
勉
強
会
の
例
は
枚
準
に
暇
が
な
い
。
秀
川
県
の
例
で
は
、
あ
る
祁
孤
当
者
は
、
郡
下
名
付
の
諜
記
（他）
全
員
を
染
め
て
講
習
会
を
各
村
回
り
も
ち
の
泊
ま
り
込
み
で
し
ば
し
ば
行
い
、
担
当
し
た
す
べ
て
の
村
を
回
っ
た
と
い
う
。
現
地
に
赴
い
て
行
う
経
験
交
流
は
、
い
や
が
う
え
に
も
改
革
の
精
神
を
徹
底
す
る
事
に
な
っ
た
。
「
中
央
で
は
地
方
の
農
地
課
長
を
追
立
て
る
が
ご
と
き
態
度
で
こ
の
仕
事
を
命
じ
…
…
腱
地
委
員
会
の
譜
記
を
課
長
は
濟
竹
を
片
手
に
持
っ
て
、
こ
れ
は
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
の
仕
耶
だ
か
ら
、
日
本
の
再
建のためにやらなければならぬというので迫詰めている」（染成七－七七）という一念艮県農地課長の発言は、この間の
状況を実にリアルに伝えている。「本省ヲ合セマシテ地方二五ツパカリ農地管理局ヲ作リマシテ、其ノ下一一農地管理
部ヲ各県一一慨キマシテ、市町村ニハ市町村ノ股地委貝会二諜記ヲ三人ヅッ樋キマシテ、上カラ下マデズット岬膵杯省ノ
カニ於テソレ等ノモノハ一貫シテ行ク」（集成二’七五二）という議会での和田農林大臣の発言は、ほぼそのまま実行
に移されたのである。
（
１
）
伏
見
偏
孝
「
戦
時
下
腿
付
支
配
の
再
編
と
農
地
調
製
法
」
（
「
歴
史
評
華
四
三
三
三
号
一
九
七
八
年
）
四
六
頁
以
下
。
肌
Ⅲ
純
孝
「
農
地
・
腿
業
法
制
と
法学」（「法律時報」五○巻一三号一九七八年）八二頁以下。
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グー、 〆■、
｣_ｌ態Ｕ
Ｌ－ 
（８）大和川前掲脚Ⅲ八画。
（９）もっとも、現実の状況の中では、土地引き上げ争議との関係で階層別構成をとって小作委員を確保することが「不当な」引き上げ
を
阻
止
す
る
う
え
で
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
要
諦
は
、
現
実
に
は
、
地
主
の
土
地
引
き
上
げ
を
や
め
さ
せ
て
改
革
を
成
功
狸
に
進
め
て
い
く
と
い
う
農
地
改
革
政
策
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（
川
）
そ
の
概
柧
に
つ
い
て
は
、
糾
飼
偏
成
「
わ
が
囚
に
お
け
る
行
政
委
瓜
会
制
度
の
概
奴
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
「
行
政
公
ｕ
会
皿
論
・
雌
史
・
火
（２）川島武江「所有権法の剛論」（粁波沸店一九四九年）五六口は、腿地調縦法が、争議対筑と食糊確保から制定されたもので、同法
の対抗力規定は、「涜本制経済の反射」にすぎないとする。川併のこの部分は、砒借樅対抗力規定の「近代性」にかかわるものなので、
本
欄
が
問
題
と
し
て
い
る
視
座
と
は
ズ
レ
が
あ
る
が
、
農
地
調
整
法
が
、
土
地
所
有
権
を
そ
の
具
体
的
利
川
－
１
「
戦
時
に
お
け
る
資
本
制
的
Ｗ
生
産
の
基
礎
」
ｌ
と
の
脚
わ
り
で
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
只
体
的
に
論
及
し
て
輪
り
桃
Ⅱ
に
値
す
る
．
（
３
）
広
中
俊
雄
「
裁
判
に
お
け
る
形
式
的
基
準
と
実
質
的
基
準
」
（
同
「
法
社
会
学
論
集
」
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
六
年
所
収
）
六
九
頁
以
下
。
（４）このような「節三者性」の性絡については、川Ⅱ前掲軒二七八画以下を参照されたい。
（
５
）
大
和
川
啓
気
「
秘
史
Ⅱ
本
の
農
地
改
革
」
（
Ｈ
本
経
済
新
剛
社
一
九
八
一
年
）
四
八
頁
以
下
参
照
。
（
６
）
た
と
え
ば
、
和
川
博
雄
は
、
議
会
で
「
地
主
モ
趣
局
〃
Ⅲ
二
土
地
ノ
所
、
行
ト
シ
テ
デ
ナ
ク
、
人
地
二
足
ヲ
蹄
ミ
締
メ
タ
、
作
行
卜
云
う
港
ヘ
ア
、
（
町
歩二政シテ厩ル」（災成一ｌｘⅢⅡ）と述べている。
（７）解約・更新脈絶の「承認」に関しては、このほかに市町村股地委瓜会の構成等腿地委仙会の内災のⅢＭがあるが、この点は後述す
摘している。
（肥）もっと‐
皿）町峻衆三「川本腿業Ⅲ随の腿ＭＬ下（来京入学川版会一九八四年）一一一九肛口は、対Ⅲ川耶会内部のソ述とアメリカ・イギリスの
駆け引きの巾で川現してきた「抓倣没収」否定論がその政簸的核心部分を「有価日収」と「保何地の残存」においていたこと、そして
ま
た
こ
の
論
理
が
同
時
に
ソ
述
案
の
実
施
に
よ
る
農
村
社
会
秩
序
の
根
底
的
勤
柵
を
恐
れ
る
地
主
府
に
対
す
る
き
わ
め
て
有
効
な
説
得
の
論
理
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
保
有
地
の
残
存
が
き
わ
め
て
政
沿
的
な
配
慰
の
下
に
な
さ
れ
実
態
的
経
済
的
効
果
を
必
ず
し
も
視
野
に
い
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
る
（ 
ご
も
つ
と
も
、
そ
れ
は
、
当
事
者
側
に
お
い
て
地
主
が
自
ら
の
意
思
の
み
に
荘
づ
い
て
土
地
引
き
上
げ
を
す
る
聯
が
で
き
る
だ
け
の
正
当
事
由
を
有
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
側
題
で
あ
っ
て
、
膿
地
の
場
合
の
よ
う
に
第
三
行
機
側
の
承
認
、
祢
可
は
必
嬰
と
さ
れ
な
い
。
農
地
改
革
触
の
梢
造
（
二
（
川
口
）
六
七
一
九
五
一
年
所
収
）
参
照
。
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学
志
林
第
九
十
巻
第
四
号
六八
（
旧
）
腱
地
法
上
の
耕
作
樅
規
定
も
、
腋
水
的
に
こ
れ
を
継
承
し
て
お
り
、
こ
の
特
異
な
性
桁
が
「
残
存
小
作
地
」
に
と
ど
ま
ら
ず
改
雌
後
新
た
に
発
生
し
た
す
べての小作地にまで及ぼされたため、いわゆる「ヤミ小作地」をはじめとする槻々なⅢ腿が生じることになった。この点については、
原田純孝「農地の流動化と農地法の理念」（「ジュリスト」七三五号一九八一年）参照。
（
ｕ
）
こ
の
場
合
、
不
在
地
主
の
選
挙
権
を
認
め
る
か
否
か
に
よ
っ
て
当
然
人
数
比
率
は
変
わ
っ
て
く
る
が
、
農
地
改
革
法
は
、
不
在
地
主
の
選
挙
権
を
認
め
な
いという方針をうちだして地兆打樅打数を削減した。それｎ体が、強力な旧家政簸の凶徹といえる。
（
旧
）
耶
災
、
鋼
会
識
馴
鍬
を
凡
て
も
、
第
一
次
政
雌
松
術
鋼
の
際
に
よ
く
み
ら
れ
た
「
正
当
な
代
表
」
と
い
う
説
明
は
余
り
児
ら
れ
な
く
な
る
。
委
ｕ
配
分
に
ついて「小作偏双」と批判された際の腿林当局の見解は、小作委貝と「土地所有者委貝」が同数だという一児「正当な代表」と兄える
ものだが、現実には地主と自作の区分がされているのだからこの説明はそれほど説得力を持たなかった。
（
肥
）
耶
爽
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
勧
告
、
腿
政
局
脈
案
な
ど
で
は
、
委
員
栂
成
は
「
土
地
所
打
者
」
と
小
作
人
を
同
数
に
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
自
作
と
地
主
の
州
迩
を
脈祝してこれを「土地所汀背」としてくくってしまっているところにこのような政簸意川が川瞭に研収される。
（Ⅳ）たしかに、和Ⅲ腿林大腿が、「小作ノ方そ、数二於テ何モ多クナクテモ、堂々卜、作ナリ地主ナリト対兼二話シ合ツテ行クャウニ訓
練サレルコトガ必要デモァリ……望マシイコト」（集成二’三四三）と述べ、あるいはＮＲＳのラデジンスキーが、農地委員会運営を通
じ
て
「
農
村
成
人
教
汀
の
辨
及
」
「
農
村
脂
導
背
の
育
成
」
が
な
さ
れ
、
小
作
人
は
、
身
の
利
披
を
ｎ
ら
の
行
動
で
守
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
（
ウ
ィ
ル
フ
・
ア
イ
・
ラ
デ
ジ
ソ
ス
キ
ー
「
Ⅱ
水
の
胆
地
改
雌
」
ｌ
腿
政
洲
代
会
剛
「
阯
界
門
川
に
お
け
る
北
地
肌
皮
と
杵
干
の
腿
難
Ⅲ
Ｍ
そ
の
こ
腕
収
一
Ｎ
Ⅱ
）
よ
う
に
、
市
町
村
腿
地
委
貝
会
が
、
小
作
委
貝
の
優
位
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
小
作
人
が
政
沿
的
社
会
的
に
成
災
し
、
新
し
い
腿
村
の
机
い
手
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
事
実
そ
れ
自
体
が
、
農
地
改
革
過
程
に
お
い
て
農
地
委
員
会
が
農
村
社
会
の
実
態
か
ら
距
離
を
も
っ
て
お
り
、
小
作
人
が
こ
の
委
貝
会
に
は
い
る
と
そ
れ
ま
で
親
し
ん
で
い
た
も
の
の
考
え
方
を
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
汀
成
さ
れ
た
新
し
い
州
郡
打
は
、
も
は
や
Ⅲ
米
の
村
滞
的
附
識
の
狐
い
手
と
し
て
の
満
釧
家
と
は
兇
圃
な
、
行
政
や
法
に
迦
じ
、
諸
々
の
村
落
外
組
織
と
村
落
を
媒
介
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
名
飢
家
へ
と
紙
身
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
．
ｌ
こ
の
よ
う
な
村
麟
秩
序
の
Ⅲ
い
下
の質的変化については、石川雄「農地改革と農村における政治欄導の変化」（ｘ凧大学社会科学研究所「戦後改革６農地改革」東京大
学旧版会一九七五年所収）、福川勇助「職時下農地委且会と改革期農地委員会」（「農業経済研究」五八巻一号一九八六年）参照。
また、粁本純川、剛峻衆三「胆地改革Ｉ地北側の終騰と、作脳体制」（袖艸林二郎、竹前栄治細「戦後Ⅲ水の原点」（下）悠叫社一
九九二年所収）では、Ⅱ本の腿地改畝が、他凶と比較して賦例のないほどの成功をおさめた点を耐祝し、その凧川を椀謝しているが、
なかで戦前来の農政の特徴的なあり方と並んで農地改革の成果を維持できるだけの農家経営避盤の扣対的な先進性やそれを背最とした
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ま
た
、
一
九
四
八
年
九
几
に
附
樅
さ
れ
た
金
川
膣
地
課
長
会
鍍
で
は
、
香
川
県
か
ら
「
今
後
同
一
町
村
に
於
て
〔
農
地
委
日
会
と
〕
同
じ
様
な
性
絡
の
食
樋
調整委員会、麗業委員会等が続々生まれる傾向にあり、人材の点に於て恐らくは農地委貝会の櫛成が鮫も劣るものと考えられ、各種委
員会中最も浮かび上がる（悪い意味での）可能性が強」いとの発言がみられる（集成七－一九九）。農地委員会の食糧調整委員会、農業
調擬委貝会に対する述和感をかなり早い時点で率倣に諮ったものといえよう。
（皿）前掲「農地改革顛末概要」五三六頁以下、満川前掲書六○頁以下参照。
（翌農地改革が終了に近づくと、書記が再就職に困惑し仕事をしなくなるという事例がめだったのもこのためである。
（別）もっとも、腿地改革を実際に進めていくうえで、腱地委員会が役場と何の関係ももたないということは不可能であった。実際に、
農地委員会は、しばしば財政面でも物質面でも役場の援助をうけているし、土地一筆調査、農地台帳作成、世帯表作成といった行政技
鰹
地
改
革
法
の
構
造
（
二
（
川
Ⅱ
）
六
九
（Ⅲ）農業委凶会設士
一九三頁以下参照。
ま
た
、
一
九
四
八
花
小作争議の腿附を指摘している点が注意をひく。そうだとすれば、そのような蒋観的条件が、どのような要凶によって腿地委艮会を通
じた行政主導型の改革という特異な政策展開に結びついていったかが次に問われねばならないであろう。いずれにせよ、これは本稿で
の
考
察
の
範
囲
を
こ
え
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
（旧）農地改革記録委貝会「腿地改革顛末概要」（腿政調査会一九五一年）一一九六～一一九七頁によると、実際に使われた股地改革馴
務経費総額の約八割が国費負担であったことがわかる。
（旧）食糧調樅委員会の会長は、市町村長がつとめることになっており、農業調雛委員会では、市長村長は、「監督権者」となっている。
（卯）加藤一郎「農地委且会（その一）」（前掲「行政委風会理論・歴史・実態」所収）三一頁に載せられた一九四八年一二Ⅱ時点での
アンケート調査によると、市町村農地委員で同時に農業調整委員を兼ねるものは、全体の八％であり、「農地改革資料集成」第六巻二八
八画にみられる第二Ｍ市町村農地委貝選挙二九川九年八Ⅱ災施）の当選背に対する調炎結果では、この数字は上外するもののそれで
も腿業調整委員を兼ねるものは一七％にとどまっている。また、金沢良雄「農業調擬委員会」（前掲「行政委員会剛論・歴史・実態」
所
収
）
八
二
頁
所
叔
の
腱
林
省
調
齋
－
－
一
九
四
八
年
二
几
爽
施
の
農
業
調
鵜
委
員
選
挙
に
関
す
る
調
査
ｌ
に
腿
づ
く
喪
に
よ
る
と
市
町
村
農
業
調
轤
委日のなかで腿地委凶を雑ねる稀はわずか一九％にすぎないこと私わかるｌもっとも同爽は、雛職している「職難地位」を一つだ
け述べさせるという形をとっているので、兼職が複数にのぼる者の数字がでていない可能性はあるが、それを勘案してもかなり少数で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
農業委凶会設立に側する両委員会のうけとめかたの迎いについては、満川元親「戦後腿業団体発展史」（明文汗〃一九七二年）
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法
学
志
林
第
九
十
巻
節
四
号
七○
術は多かれ少なかれ役場吏員との連携を必要とさせた。農地改革実施過程での各地からの報告を見ると、成織良好な委員会は役場との
関係がうまくいっている（集成六’一二七三）のに対し、成績不良の委員会の特徴の一つが役場や市長村長とうまくいっていない、市
長村長が「無珊解」であるという点に求められていることがわかる（災成七－六○四、六五二、六九○、七一○、八川七等）。腱林肯が
意
図
し
て
い
た
の
も
、
役
場
と
の
制
度
的
連
絡
の
断
絶
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
実
務
上
の
協
力
を
も
拒
否
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
和
Ⅲ
農
林
大臣は、「役場トノ述絡関係デゴザイマスガ……緊密ナ連絡ヲ必要トスル訳デァリ、又仕事ノ上デ手伝ツテ戴キマス便宜卜致シマシテ、
町村ノ人、又ハ農業会ノ人一一、兼任ノ謝記卜云フャウナ名前ヲ付ケテ手伝ツテＨフト云うコトモ者ヘテ届ル」（集成二’八六九）と述べ
ている。つまり、役場機構とうまくやっていければ改革はきわめてスムーズにいくということなのであり、役場が協力してくれるなら
これを拒む必要はないというのである。「ソレハ尖画的ニハャハリ迎絡ヲ収ツテ故クト云フコトニシテ、法律ノ巾一一ハドウモソレヲ慨キ
タ
ク
ナ
イ
」
と
い
う
の
は
そ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
農
地
改
革
が
村
役
場
と
ど
の
程
度
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
「
農
村
に
踏
み
込
ん
で
見
る
と
農
地
委
員
会
に
対
す
る
批
判
は
熾
烈
で
あ
っ
て
概
し
て
村
政
当
局
と
は
離
反
し
て
い
る
場
合
が
多
い
」
（
災
成
七
’
一
几
九
行
川
染
胆
地
課
長
の
発
言
）
、
腿
地
改
紘
を
熱
心
に
や
っ
た
秘
記
は
村
当
局
に
蝋
わ
れ
て
役
場
に
両
就
職
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
元
脅
川
県
臘
地
課
職
員
ｌ
仲
多
皮
郡
担
当
Ｉ
－
佐
藤
進
氏
か
ら
の
剛
選
取
り
一
九
九
○
年
三
川
一
Ⅱ
）
と
い
う
発
言
が
あ
る
一
方
で
、
役
場
と
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
の
で
謝
記
の
両
就
職
は
ス
ム
ー
ズ
で
多
く
が
役
場
の
吏
員
に
な
っ
た
と
い
う
苑一一儲（元番川螺幽地瓢職ｎｌｌ水川郷抑当ｌ新川州火氏からの川愈取り一九九○年二Ⅱ一一Ｎ）もみられ、いずれとも決めがたい．
今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
よ
う
。
（
妬
）
も
っ
と
も
、
現
実
に
は
、
市
町
村
農
地
委
且
会
の
計
画
は
、
県
係
官
の
搬
導
の
下
で
普
記
が
立
案
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
買
収
を
示
す
買
収
令
掛
の
送
達
も
泣
接
的
に
は
市
町
村
腿
地
委
貝
会
が
行
う
わ
け
だ
か
ら
、
村
民
に
と
っ
て
は
す
べ
て
腿
地
委
貝
会
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。
（邪）「農地改革資料災成」四巻七三六頁以下参照。
（〃）もっとも、こうした自主判断範囲の狭魅化がどの樫度突効的になされたかは、疑問の余地がある。埼玉県越谷町農地委員会議事録
（越谷市立図書館所蔵）には、同町委員会が保有地選定基準に悩み周辺各町村に基準を問い合わせた記録が載っているが、それによると
飛噸は千荒刀別で明らかに農林尚の要価に反するものもある。市町村農地委日会の限界の一端を示すものであろう。
（犯）大和Ⅲ前掲書一八六頁参照。
（羽）もっとも、六条の二第円号－１買収すると現耕作者である地主の生活状態が小作人より著しく悪化する場合－１の適用について
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〆戸、〆■、グー、
辿辿翌九
、‐グ
０ 
（犯）たとえば、淵手県は、「封建的」「地主的」腿地委且会に対して、県職ｕ、県腿地委ｕからなる「馴務指導監査班」を派過し「細大
洩らさず指導監督を加え」たと報告しており（集成七’五五二）、蕊泉農地事務局は、市町村農地委員会の「不良」程度に合わせた指導
のあり刀を県レベルで定式化し、それに応じた脂導計画、行馴予定表等を作成して猯導にはいることを提示している（災成しＩ五九
（釦）「農地改革資料集成」第七巻七四二頁－－烏取県の事例、同七八八頁－－鹿児島県の事例等。
（机）もっとも、遡及圃収については、岐後まで不活発な状態が続いた。各地からの報告でも「Ｈ収災縦は比較的満率を示してゐるが、
これは買収事務が機械的で事務的プロセスに過ぎないからであらう。この中に遡及、認定買収による完全買収への買収洩れも相当残存
してゐることも明かである」（集成七‐しハ○三、班呪農地鞭務局からの州侍）というように、遡及買収の不活発を術摘するもの多い。こ
れは、農地委口会のもっていた限界をよく物語るものであるが、この点については後述する。
（犯）大和爪前掲書一二三頁参照。
（粥）「腱地改革資料災成」第一Ⅲ巻一六五頁～一六六頁。
（狐）大和田前掲書一三四頁参照。
（躯）一九Ⅲ八年二川に側雌された腿地委貝公金囚協識会節二回大会では、祁遊府雌腿地委貝会事務局体制の確立が議題として話し合わ
れている（前掲「農地改革顛末概要」五三七頁）。
（弧）加藤前掲橘三八面以下、大和川前掲灘二○九画参照。
（辺たとえば、衆議院議員松沢一は、「麗林大臣ハ本当二農民ノ事愉ヲ知ラナイノデス、農民組合等ガァル場合ハ多少宜イノデアリマス
〃……〔農民組合の〕組織ガナイ農村一一行クト、殆ドドウニモナラナイ、之二対シテ監督官庁デァル府県庁ガ多少指導シテ行クノカド
ゥヵ、或ハ自治ト云う美名ノ下二、腿地委員会等ニャリ放題二姿シテ樋クノカ」（災成二’三Ｎ三）とかなり率直なものの言い方で詰め
よっている。
する。
は、依然として自主判断の余地が比較的残り、この問題をめぐって農地委員会はさらに川惑することになるが、この点については後述
「香川県農地改革三年史」（香川県農地改革史編集委員会一九五○年）一三頁以下参照。
前
偽
新
川
邦
夫
氏
よ
り
の
聞
き
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に
よ
る
。
農林省「市町村農地委員会の書記に関する調査」二九四九年七月「農地改革資料集成」第六巻七○六頁以下）参照。
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林
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而）前川新川邦夫氏よりのⅢき取りによる。
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